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要　旨

中国の余剰労動力と都市労働市場の
インフォーマル化

―『第二次農業センサス』からみた農民工の実態
調査部　環太平洋戦略研究センター
主任研究員　三浦 有史

１．2010年に発刊された『第二次農業センサス』に基づいて推計すると、中国農村に
おける余剰労働力は１億2,233万人となる。「余剰労働力は存在しない」というのは
現状を的確に反映した見方とはいえない。四川省では農村から都市への労働力の
移動がピークアウトしつつあるなど、未熟練労働力の供給余力は低下しているも
のの、余剰の度合いは地域によってかなりの差がある。

２．余剰労働力を考えるうえで無視出来ない問題としてNEETの増加がある。中国にお
けるNEETの問題は21世紀に入り、まず都市部で顕在化した。問題は都市から農村
へ波及しつつある。農村のNEETを推計すると1,941万人となる。これはあくまでも
農村を対象としたものであることから、中国全体ではその数倍の規模に達すると
考える必要がある。

３．『第二次農業センサス』によれば外出就業人口は１億3,273万人である。これは都市
就業人口（２億8,310万人）の46.5％に相当し、都市の未熟練ないし「３K」（きつい、
きたない、危険）と呼ばれる仕事は農民工によって賄われているといっても過言
ではない。

４．『2000年人口センサス』と『2005年１％人口抽出調査』を使って、５年間の人口移
動をみると、移動率そのものはほとんど変化していない。2004年以降に本格化し
た未熟練労働力の不足は、供給が細ったことによるものではなく、WTO加盟を受
け急速に膨らんだ需要に供給が追いつかなくなったためとみるのが妥当である。

５．農民工は都市のインフォーマル・セクターに吸収されており、彼らの生活基盤の
脆弱性が改善される見込みは少ない。インフォーマル・セクターの拡大は雇用の
ショック・アブソーバーとして機能する一方、中国が不安定化しやすい社会構造
に陥りつつあることを暗示している。

６． 2010年、都市農村間の所得格差がわずかながら縮小した。しかし、都市の家計調
査はサンプル・セレクション・バイアスが非常に大きく、これを額面どおりに受
け取るわけにはいかない。かつて「農村」にあった余剰労働力は既に都市へ移動
しており、それによって農村の貧困が都市内の貧困に変換されていると見るのが
現実的である。

７．中国にかかわるメディアの情報は、経済の「規模」と「スピード」に焦点を当て
る一方で、同国が容易に解決出来ない多くの「矛盾」を抱えていると指摘する。
しかし、人手不足や最低賃金の上昇が広い範囲で見られるからといって、「転換点」
を通過したとは言い切れない。また、中東諸国における民主化の動きを中国に当
てはめるのは早計である。

８．中国が「転換点」を通過したかについては経済学者の間でも意見の一致をみない。
この背景には賃金や労働力移動にかかわるデータの制約が大きいことがある。

９．低賃金を支えてきた「使い捨て型」の雇用システムは次第に機能しなくなってきた。
しかし、より重要なことは、都市インフォーマル・セクターの肥大化に伴い、都
市と農村に分かれていた共産党や政府に対して不満を持つ人々が都市に集中して
きていることである。
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　目　次 はじめに

中国経済に係わる昨今のメディアの情報

は、総じて「規模」と「スピード」の二点に

集約出来る。「規模」はいうまでもなく中国

のGDPが日本を抜いて世界二位となったこと

である。事前に予想されていたこととはいえ、

2011年１月、主要紙は一斉にこれを報じた。

「スピード」を象徴するのは経済成長率の高

さである。中国は低迷が続く先進国を尻目に

2010年も10.3％の成長を遂げ、世界経済のけ

ん引役となっている。

しかし、「スピード」には賃金の急上昇と

いった問題も含まれる。中国の労働市場は大

きく変容しつつある。2004年を境に沿海都市

部における未熟練労働者の不足が顕在化し

た。2008年９月以降の金融危機の影響で2,000

万人の農民工が失業したとされる（注１）も

のの、2009年夏には再び沿海部を中心に人手

不足が叫ばれるようになった。昨今では同

じ現象が内陸部の都市でもみられるという

（注２）。

ここで言う労働力とは未熟練労働者で、そ

の多くは農村からの出稼ぎ労働者、いわゆる

「農民工」である。「民工荒」と呼ばれるこの

現象は、かつて無尽蔵といわれた農村の余剰

労働力が減少しており（注３）、中国が経済

学者ルイスの言う「転換点」（Lewis［1954］）

を迎えた、あるいは、近づきつつある証拠と

考えられている。中国はもちろんわが国を含
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む海外メディアにおいても「転換点」通過は

もはや既成事実とされている。

「転換点」とは、開発途上国における農業

に象徴される伝統部門から製造業に象徴され

る近代部門への労働力供給をモデル化するこ

とで生まれた概念である。低開発経済は伝統

部門と近代部門の二重構造を有すると想定

し、近代部門は当初は伝統部門の「制度的賃

金」、つまり、「一定の農地での生産活動に最

大限の労働力を投入し、極大化した総生産物

を全ての成員で等しく分け合う共同体の制度

的な慣行に基づく賃金」をわずかに上回る極

めて低い賃金水準で無制限に労働力を調達出

来る。しかし、農村の余剰労働力が少なくな

ると、賃金は伝統部門の限界労働生産性に等

しいところまで引き上げなければならない。

ルイスはこれを「転換点」と表現した。

中国は果たして「転換点」を通過したのか。

この問題は多くの経済学者の間で論じられて

いるものの、その結論は一様ではない。また、

元になるデータを一般の読者が入手すること

は難しく、結論の検証も容易ではない。この

ため、本稿では、まず、2010年に発刊された

『中国第二次全国農業普査資料彙編』（国務院

第二次全国農業普査領導小組弁公室・国家統

計局編、中国統計出版社、以下『第二次農業

センサス』とする）によって、読者にも分か

りやすく、かつ、検証可能なかたちで農村の

余剰労働力を推計し、「転換点」通過の有無

を検証する（Ⅰ）。これが本稿の第一の目的

である。

次に、余剰労働力を単に「転換点」通過の

有無を見極める問題としてではなく、中国社

会の安定性ひいては経済成長の持続性を左右

する問題と捉え、中国の労働市場がどのよう

な変化を遂げているのかについて展望する

（Ⅱ）。中国は、所得格差の拡大、汚職、高学

歴者の就職難、環境汚染、民主化圧力の高ま

りとそれに対する情報統制などの問題が深刻

化している。GDPが世界第二位になったと報

じられたその１カ月後、中東諸国における民

主化の動きを受け、メディアは一転して中国

の抱える「矛盾」、つまり急速な経済成長が

共産党の一党支配と両立しうるかを問い始め

た。余剰労働力の有無という問題のみにとら

われるのではなく、労働市場で何が起きてい

るのか、その全体像を俯瞰することによって、

経済成長の持続性を問うというのが本稿の第

二の目的である。

最後に、中国の「転換点」を巡る議論を再

考する（Ⅲ）。まず、昨今のメディアにおけ

る議論を踏まえ、中東諸国における民主化の

動きがそのまま中国に当てはまるわけではな

いことを指摘する。次に、学術界における

「転換点」を巡る先行研究を紹介し、何故、

議論が収斂しないのかについて考える。そし

て、中国における「転換点」の問題は、単に

賃金の問題としてではなく、内需主導型経済

への転換の可能性、さらには、民主化のマグ

ニチュードに影響を及ぼす核心的な問題であ
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り、わが国政府および産業界が主体的に問い

かけていかなければならない問題であること

を主張する。
（注１）『北京週報』日本語版2009年２月11日（http://

japanese.beijingreview.com.cn/yzds/txt/2009-02/12/
content_177957.htm）

（注２）「人手不足が全国規模に！例年大量の労働者輩
出の安徽・河南にも波及―中国」Record China 
2011年２月18日（http://www.recordchina.co.jp/group.
php?groupid=49381）

（注３）「人社部発布企業用工需求和農村外出務工人
員就業調査結果」人力資源社会保障部2010
年 ２ 月16日（http://www.mohrss.gov.cn/Desktop.
aspx?path=mohrss/mohrss/InfoView&gid=d80b７d72-
7357-４df７-9601-844e５f６b６b30&tid=Cms_Info）

Ⅰ．農村労働力は枯渇したか

本章では、2010年に発刊された『第二次農

業センサス』に基づいて農村にどの程度の余

剰労働力が存在するのかを明らかにする。ま

ず、『第二次農業センサス』の特徴と構成を

明らかにしたうえで、余剰労働力を推計し、

余剰の度合いにかなりの地域差があることを

明らかにする。次に、農村でも問題になって

い るNEET（Not in Education, Employment or 

Training）の推計を行う。いずれも分析手法

としては簡易であるが、最終章（Ⅲ）で見る

ように先行実証研究の結果にあまりにも大き

な乖離があるため、センサス＝全量調査の利

点を活かし、元となったデータを付表として

添付し、一般の読者にも分かりやすいかたち

で余剰労働力の実態を示そうというのが本章

の狙いである。

１．第二次農業センサスの特徴と構成

センサスとは全面調査のことである。国

家統計局によれば、調査は約700万人の調査

員を動員し、全国約3.5万の郷鎮、64万の村

を対象に行われ、調査対象となった農家は2.5

億世帯に及ぶとされる（注４）。『中国統計年

鑑2007年』によれば、2006年の農村の人口は

2005年に実施された全国１％人口抽出調査に

基づき７億3,742万人と推定されているが、『第

二次農業センサス』では農村戸籍を有する人

で戸籍のある地域に６カ月以上住んでいる

「農村常住人口」を７億4,576万人としている。

政府は「三農問題」を解決するためにこの

調査を実施したとしており、調査は面接方式

で行われた。農村における労働力のどのくら

いが流出したかという外出就業人口について

は、農業部や人民銀行など様々な機関が独自

に調査を行っているが（蔡昉主編［2009］）、

いずれもサンプル調査である。農民工は都市

インフォーマル・セクターに属すことから、

都市側からその実態を把握することは極めて

難しい。『第二次農業センサス』は、サンプル・

セレクション・バイアスがないため、データ

の信頼性はかなり高いと考えることが出来る。

データそのものは2006年末時点のものであ

るが、「民工荒」がメディアで大きく取り上

げられるようになったのは2004年以降であ

り、2008年秋以降の金融危機の影響がないと

いう点も「転換点」の問題を検証するにはむ
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しろ好都合である。調査項目を大幅に増やし

たため、『第一次農業センサス』（1996年実

施）との照合が難しいといった問題はあるも

のの、農村労働力の現状を分析するには最適

の資料といえる。

「転換点」を通過したか否かを検証するの

に十分な有用性を備えているにもかかわら

ず、『第二次農業センサス』を利用した研究

は少ない。その一つに、農業の作物別にみた

必要労働力と１人当たりGDPの標準的な相関

関係を中国に当てはめ、農業就業人口に占め

る余剰労働力を5,518万人と推計した研究が

あるが、「転換点」を通過したか否かは景気

循環的要素を取り除いてみなければ判断出

来ないとする控えめな結論に留まっている

（Zhong and Lan［2010］）。なお、同研究は「標

準的な相関関係」を導くために1950～ 1970

年の101カ国のパネル・データを用いている

が、それが2006年の中国の農業にどの程度適

応出来るかという問題もある。

『第二次農業センサス』は『総合巻』、『農

業巻』、『農村巻』、『農民巻』の４分冊から構

成されており、それぞれに膨大なデータが収

録されている。しかし、中国に限らず、開発

途上国の統計を解読することは難儀である。

『第二次農業センサス』においても、わが国

の統計にはない特有の用語が頻出する。中国

語はそのほとんどが日本語にも置き換えられ

るため、「人口」や「就業人員」などの言葉

は理解しやすいが、同書には「常住労働量資

源数量」（以下、常住労働力人口とする）や

「戸籍労働力資源数量」（以下、戸籍労働力人

口とする）などの注釈を注意深く読まないと

意味がわからないものが多く、データ相互の

関係性も分かりづらい。

このためやや迂遠ではあるが、『総合巻』（以

下、『第二次農業センサス（総合巻）』とする）

から余剰労働力の推計に必要と考えられる項

目を取り上げ、同書がどのように構成されて

いるか、また、使用されている用語がどのよ

うな意味を持つかについて簡単に解説してお

きたい（図表１）。

まず、全体の構成について説明しておこう。

『第二次農業センサス（総合巻）』は、中国語

で「戸」と表記する世帯（図表１のA）、常

住人口（同B）、常住労働力人口（同C）、戸

籍労働力人口（同D）の５項目についてそれ

ぞれ独自の方式を用いて分類している。図表

１に示した各項目については、省・市・自治

区別、地形別（平原、丘陵、山区）、教育程度

別など、様々な切り口で集計がなされている。

「集体戸」（A.1、B.1、C.1.（3）.①、C.3.（1））

とは郷鎮企業などの法人を、「家庭戸」（A.2、

B.2、C.1.（3）.②、C.3.（2）） と は 世 帯（ 農

家）を意味する。「常住」（A.2.（1）、B.2.（1）、

B.2.（2））とは、調査時点で当該地に６カ月

以上生活している状態を指す。「労働力人口」

（C）とは、男性の場合、16～ 60歳、女性は

16～ 55歳の年齢層に該当し、男性は60歳以

上、女性は55歳以上でも年３カ月以上就労し
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図表１　第二次農業センサスの全体像

（注） ＊のデータは母数からもう一方のデータを減算することで求めた。C-1-（1）-①の家庭戸就業人口については3億4,141万人や３億
4,079万人とするデータもある。

（資料）『中国第二次農業センサス編（総合巻）』より作成

Ａ.登記戸 1.集体戸
22,592 57（22,280） （57）

2.家庭戸 （1）常住戸
22,535 22,414（22,223） （22,108）

（2）農業生産経営戸

（2）農業生産経営戸常住人口

①農業生産経営戸農業就業人口
20,016 ―（19,762） （21,377）

Ｂ.常住人口 1.集体戸人口
75,589 ―（74,576） （1,891）

2.家庭戸人口 （1）常住戸常住人口
― ―

―

（72,685） （72,578）

―（66,125）

Ｃ.常住労働力人口 1.就業人口 （1）農業就業人口 ①農村地域就業人口
53,837 48,500 34,246 33,868（53,100） （47,852）

②その他農業地域就業人口
378

③家庭戸就業人口
34,217

④集体戸就業人口
29

（2）非農業就業人口
14,253（13,984）

（3）農村地域就業人口 ①集体戸就業人口
47,852 1,770

（4）その他農業地域就業人口 ②家庭戸就業人口 a.農業生産経営就業人口
648 46,082 40,912

2.非就業人口* b.非農業生産経営就業人口*
5,337 5,170（5,248）

3.農村地域就業人口 （1）集体戸就業人口
53,100 1,814

（2）家庭戸就業人口
51,286

4.その他農業地域就業人口
737

Ｄ.戸籍労働力人口 1.就業人口 （1）外出就業人口 ①農村地域からの外出就業人口
61,591 56,148 13,273 13,181（60,864） （55,511） （13,181）

②その他農業地域からの外出就業人口
92

（2）非外出就業人口*

42,875（42,330）
2.非就業人口*
5,443（5,353）

（値：左は「農村」と「その他農業地域」の合計値、カッコの右は「農村」のみの値）
（単位：戸については世帯数［万世帯］、人口は人数［万人］を表す）

（33,868） （―）

（―）

（―）

（―）

（―）

（―）

（―）
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ていれば、ここに含まれる。「就業人口」（C.1）

は、年間の就業期間が１カ月を超える人を対

象とする（ただし、１日８時間以上の労働で、

学生を含まない）。

「常住労働力人口」（C）は、「農村地域就

業人口」（C.1.（3））と「その他農業地域就業

人口」（C.1.（4））に分けられる。この部分は

解説を見ても判然としないが、前者がいわゆ

る農村の就業者数であるのに対し、後者は農

村ではないものの農業生産が行われている地

域の就業者数を指すと思われる。

また、「常住労働力人口」は「就業人口」

（C.1.）と「非就業人口」（C.2.）に分けられる。

これは上と同様に１日８時間以上の労働を年

間１カ月以上行ったか否かで区別される。「就

業人口」は、「農業就業人口」（C.1.（1））と「非

農業就業人口」（C.1.（2））に分けられる。こ

れは世帯の総収入の農業依存度によって区別

される。農家の総収入は、①農業経営収入（農

業だけでなく一次産業全体を指す）、②給与

収入（第二次、第三次産業への就業および外

出就業による所得の全て）、③その他収入（送

金、贈与、補助金、年金、利息、配当金など）

に分けられるが、農業経営収入が総収入の５

割を超えれば、「農業就業人口」に、下回る

場合は「非農業就業人口」にカウントされる。

「農業生産経営戸」（A.2.（2）.①、B.2.（2））や「農

業生産経営就業人口」（C.1.（3）.②.a）は、農作

物耕種業、林業、畜産牧羊業、漁業およびさ

らに付随するサービス業（以下、第一次産業

とする）に携わっている世帯あるいは就業者

全てを指し、専業農家の就業人口（３億6,048

人）とは区別して考えなければならない。「非

農業生産経営就業人口」（C.1.（3）.②.b）は、

農村に常住しながらも第一次産業に携わって

いない就業者（公務員や教師など）を指す。

「戸籍労働力人口」（D）は、農村戸籍を有

する労働力人口であり、学生は含まれない。

就業人口（D.1）は「外出就業人口」（D.1.（1）

と「非外出就業人口」（D.1.（2））に分けられる。

「外出」とは本来の戸籍地を１カ月以上離れ

て就業した人を指し、これがいわゆる「農民

工」に相当する。農民工のなかには、国有企

業や外資企業に就職する、あるいは、起業し

成功を収める人もいるが、人口労働経済研究

所が2005年に上海や武漢などの５都市を対象

にしたサンプル調査では、農民工の８割が私

営および自営業部門に吸収されている（後述

の図表23参照）。中国では私営および自営業

はインフォーマル・セクターとされ、一般的

に低賃金で社会保険を含む就業条件が悪く、

就業者の生活基盤は極めて脆弱である（三浦

［2010］）。

２．農村の余剰労働力推計

①余剰は１億2,233万人

以下では、まず、『第二次農業センサス（総

合巻）』に基づいて農村における余剰労働力

を推計する。同資料は、農村に「常住」する（６

カ月以上滞在）各世帯において、農業を主と
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する就業人口４億912万人（図表１のC.1.（3）.

①.a「農業生産経営就業人口」に該当）がど

の程度の時間を農作業に充てたかを明らかに

している。期間は、a.１カ月、b.２～３カ月、

c.４～６カ月、d.７～９カ月、e.10カ月以上

の５区分である。

就業期間が10カ月（就労日数約200日）に

満たない人を余剰と見做し、下記の（1）式

を利用して、農業生産に必要な就業人口（Y）

を求める。結果は２億7,233万人となる。「農

業生産経営就業人口」は４億912万人である

から、差は１億3,679万人である。ここに失

業者（図表１のC.2の「非就業者」5,248万人（注

５））を加えれば、余剰労働力は１億8,928万

人となる（詳細は付表１を参照）。

)10/10()10/8()10/5()10/5.2()10/1( edcba ALALALALALY A
)10/10()10/8()10/5()10/5.2()10/1( edcba ALALALALALY A

　　　　　　　　　　　　　　　　 　
（1）

ただし、「農業生産経営就業人口」は、「常

住労働力人口」→「就業人口」→「農村地域

就業人口」→「家庭戸就業人口」の内訳の一

つである（前出の図表１参照）。ここで重要

なことは、１カ月でも農業生産に関与すれば、

自動的に「農業生産経営就業人口」にカウン

トされる。つまり、収入に対する農業依存度

ではなく、あくまでも就業期間による区別で

あるため、「農業生産経営就業人口」には世

帯内の兼業者や外出就業者が含まれていると

考えなければならない。

このため、農業に必要な就業者数を求める

対象を「家庭戸就業人口」（C.1.（1）.③）とする。

「家庭戸就業人口」は農村の「常住労働力人

口」を、まず「就業」か「非就業」か（１日

８時間以上、年当たり１カ月以上の就業）で、

次に農業を主力とするか否か（農業収入が世

帯の総収入の５割を超えるか否か）で、最後

に「家庭戸」か「集団戸」かによって分けた、

いわゆる一般的にイメージされる農家にお

ける就業人口に近い。「家庭戸就業人口」は、

３億4,217万人であるため、農業に必要な就業

者数との差は6,984万人となり、ここに失業者

5,248万人を加えれば、余剰労働力は１億2,233

万人となる（詳細は付表１を参照）。ここには、

農村戸籍以外の農業就業者も含まれるが、そ

れは十分に無視出来る値である。

こうした余剰労働力人口の推計方法に問題

がないわけではない。耕植を主とする農業で

は播種期および収穫期に備えて相当量の労働

力を擁していなければならないため、農業は

恒常的に余剰労働力を抱えているという考え

方がある（渡辺［1996］）。実際、2007年に中

部を対象に実施されたあるサンプル調査で

は、農民の年当たりの平均就業月数は10.2カ

月であったが、農業に充てたのはわずか2.8

カ月とされている（厳［2009］）。「就業」や「農

業」をどのように定義するかが異なるため、

単純な比較は出来ないが、10カ月を前提とし

た推計では余剰労働力を過大評価する可能性

がある。

しかし、『第二次農業センサス（総合巻）』
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では、農村戸籍人口を収入源によって、「純

農戸」（農業経営収入のみ）、「農業兼業戸」

（非農業の兼業するものの、農業経営の収入

が主体）、「非農業兼業戸」（農業経営はする

ものの、非農業の収入が主体）、「その他」（そ

もそも農業生産に携わっていない）に分類し

ているが、それぞれの割合は77.0％、5.0％、

10.6％、7.4％である。少なくとも戸籍上の分

類では、農業に依存している農家は依然とし

て多い。また、付表１でみるように、農業生

産経営就業人口のうち就業時間を「10カ月以

上」としている人が最も多い。１億2,233万

人が確定値とはいえないものの、余剰労働力

は存在しないというのは到底現状を的確に反

映した見方とはいえない。

②余剰の度合いに地域格差

図表２は、「家庭戸就業人口」をベースに

推計した省・市・自治区別の余剰労働力と余

剰率（家庭戸就業人口に占める余剰労働力の

割合）である。興味深いのは、両者が必ずし

も対応していないことである。余剰労働力が

多いのは、①河南（1,721万人）、②山東（1,055

万人）、③河北（969万人）、④安徽（741万人）、

⑤江蘇（632万人）の５つの省で、少ないの

は①チベット（26万人）、②海南（37万人）、

③上海（38万人）、④北京（58万人）、⑤青海

（60万人）である。

これに対し、余剰率が高いのは、①北京

（135.8％（注６））、②上海（97.9％）、③天

津（64.9％）、④浙江（62.9％）、⑤黒竜江

（61.1％）と沿海地域であり、低いのは、①

雲南（13.6％）、②広西チワン族（14.5％）、

③海南（15.6％）、④四川（19.0％）、⑤重慶

（20.7％）といった省・市・自治区である。

図表２　省・市・自治区別に見た農村の余剰労働力と余剰率

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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注目すべきは、余剰率が高い地域に「省外」

外出就業人口の受け手が入っている一方、送

り手の余剰率はそれを遥かに下回る水準にあ

ることである。こうした「地殻変動」ともい

える変化を象徴しているのが四川省である。

同省は「省外」外出就業人口の最大の出し手

であるが、余剰労働力人口は492万人と上か

ら９番目に低下し、余剰率に至っては19.0％

と下から４番目となっている。四川省では農

村から都市への労働力の移動がピークアウト

しつつある。

しかし、図表２を詳細に見ると、河南、山

東、河北、安徽といった北京市や上海市への

出し手となるはずの省には、依然として余剰

労働力が滞留していることがわかる。このこ

とは、未熟練労働力の供給余力は全体的に低

下しているものの、その度合いは地域によっ

てかなりの差があることを示している。背景

には、受け手となる省や市の受入姿勢が影響

を与えていることがあると思われる。

３．中国版NEET

余剰労働力を考えるうえで無視出来ない問

題としてNEETがある。中国におけるNEET

の問題は21世紀に入り、まず都市部で顕在化

した。労働部は『2003-2004年中国就業報告』

（注７）で、広東省では若青年層の失業者数

が「下崗」（国有企業から解雇された人）を

上回ったことを明らかにしている。図表２か

らは、北京、上海、天津、浙江といった沿海

部の発展の著しい省・市における余剰率が高

いことがわかる。

これはやや意外な印象を受けるが、背景に

は就職難を受けて親への依存を深める若年層

の存在がある。中国では、「傍老族」（親に

よりかかる）や「 老族」（親のすねを齧る）

と称され、就学後に自発的に就業しないこと

を選択し、親の収入に依存して生活する若者、

主に「80后」と呼ばれる1980年代に生まれた

若者を示す（注８）。

現地報道によれば、「傍老族」は上海市な

どの経済発展の進んだ地域で社会問題化し

（注９）、大卒者の１割を占めるという調査（注

10）もある。近年は、「 老族」だけでなく「傍

老族」という言葉が頻出するようになったが、

中国ではNEETが正確に定義付けされておら

ず（注11）、その実態も定かではない。あるネッ

ト調査では８割の人は自分の周りに「 老族」

がいる、あるいは、自身が「 老族」である

と認識していること（注12）、また、問題は

都市から農村へ波及しつつあるとされている

こと（注13）から、NEETは無視出来ない規

模に膨らんでいると思われる。

以下では、『第二次農業センサス（総合巻）』

と『中国教育統計年鑑』（2006年）を使って、

農村におけるNEETを推計してみたい。中国

では、義務教育終了後、後期中等教育（高

校）ないし中等職業教育課程に進むか、ある

いは就業するかしないかの４パターンに区別

される。本稿では最後の就業していない人を
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NEETと定義する。ここには就業意欲がある

にもかかわらず失業している人が含まれるこ

とになるが、昨今の未熟練労働力の不足を前

提とすれば、この定義でもNEET推計上の障

害にならないと考える。

具体的には、以下の（2）式で省・市・自

治区別のNEETおよびNEET率（NEET／ 20

歳以下の農村の非就業人口）を推計する。中

等職業教育には、「中等専門学校」（中国語で

「普通中専」）、「職業高等学校」（同「職業高

中」）、「技術学校」の３種類があり、前者二

つについては、『中国教育統計年鑑』（2006年）

のデータを、「技術学校」の在籍者は『第二

次農業センサス（総合巻）』のデータを利用

する。なお、『教育統計年鑑』（2006年）にお

ける「普通中専」と「職業高中」の在籍者数

は都市を含むデータであるが、それぞれは20

歳以下の農村の非就業人口と正の相関を示し

ていることから（図表３）、農村の若年労働

力を受け皿としていると考える。

NEET =20歳以下の農村の非就業人口（C.2.）

－農村の後期中等教育（高校）在籍者

－中等職業教育在籍 （2）

農村におけるNEETは2006年時点で1,941万

人に上る（図表４、詳細は付表２参照）。地

域別にみると、東部が最も多く723万人で、

以下、中部（624万人）、西部（527万人）、東

北部（67万人）の順となる。NEET率は全国

図表３　普通中専と職業高中の在籍者と農村に
おける20歳以下の非就業者

（資料） 『第二次農業センサス（総合巻）』および『中国教育
統計年鑑』（2006年）より作成
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平均で48.4％、つまり、20歳以下の非就業人

口の約半分が学生でなく、職業訓練にも通っ

ていない状態にある。NEET率が最も高いの

は西部の51.4％であるが、中部（49.0％）、東

部（47.1％）と際立った差は見られない。一方、

東北部は37.3％とやや低い。

1,941万人という値をどのように評価すべ

きであろうか。まず、指摘しておきたいの

は、1,941万人は過小評価の可能性があるこ

とである。『教育統計年鑑』によれば、中等

職業教育の76.9％は半年以下の訓練期間であ

り、実際のNEETは上の数値を上回る水準に

あるとみる必要がある。また、上の推計はあ

くまでも農村を対象としたものであり、都市

のNEETは含まないものであることから、中

国全体ではその数倍の規模に達すると考える

必要があろう。

部分的とは言え、農村における高学歴化が

進んでいること自体は望ましい。しかし、「蟻

族」と称される都市おける高学歴ワーキング

プアが社会問題化しているように、それが必

ずしも労働市場のニーズと合致しているとは

限らない。農村の「80后」と称される若年層

の意識および彼らを取り巻く環境の変化も見

逃せない。都市の農村戸籍保有者に対する「都

市戸籍をとりたいか」という質問に対し、「80

后」は76.7％が「是非とりたい」と回答してお

り、「60后」（65.6％）、「70后」（71.6％）より高

く、都市への憧れが強い（国家人口和計測育

成委員会流動人口服務管理司［2010］）。その

一方、彼らの多くは一人っ子で、子離れしな

い親がNEETの増加を促しているという見方も

ある（注14）。

農村におけるNEETの存在は、第Ⅲ章で述

べる「農村にもはや余剰労働力と見做される

若者はいない」という指摘と相容れないもの

である。この矛盾は、農村労働力の余剰度合

いにかなりの地域差があること、また、本来

農村に存在するはずの余剰労働力が農村では

なく都市に滞留していることを踏まえると、

かなり解消されるのではないか。わが国では、

1997年から2003年のわずか６年間でNEET

の数が５倍に増えたとされる（玄田・曲沼

［2004］）。中国は高い成長率を維持している

ものの、若年層の高学歴化が進む半面、労働

市場のニーズは依然として安価な未熟練労働

力にあるため、NEETの問題は今後さらに深

刻化する可能性がある。

（注４）国家統計局「人民日報：依法開展農業普査確保普査
数拠質量」2006年12月30日（http://www.stats.gov.cn/
zgnypc/mtjj/t20061230_402376931.htm）

（注５）厳密に言えば、「非就業者」のなかには、「高校生」な
どの学生が含まれる。しかし、教育部によれば（http://
www.moe.gov.cn/publicfiles/business/htmlfiles/moe/
moe_1659/index.html）、農村の高校進学率は8.6％で、
高校在籍者は232万人に過ぎないことから、「非就業
者」＝「失業者」と見做すこととする。

（注６）余剰率が100％を超えることは理論的にありえない。これ
は、余剰労働力を「農業生産経営就業人口」をベー
スに求める一方、母数を「家庭戸就業人口」としたこと
によるもので、余剰率はあくまで余剰の程度を示す相対
的な目安と考える必要がある。

（注７）『2003-2004年中国就業報告』は中国国情報告（http://
www.china.com.cn/zhuanti2005/node_5739970.htm）
に全文が掲載されている。

（注８）「調査顕示：五成網友認為高房価促成80後“ 老族”
形成」中金在線2009年10月28日（http://vote.cnfol.
com/091028/434,1971,6714550,00.shtml）
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（注９）「中青報：嘆気声中“2030”傍老族悠然度日」中
国青年報2005年３月31日（http://zqb.cyol.com/gb/
zqb/2005-03/31/content_1059690.htm）

（注10）「関注“傍老族”雨江南」無錫日報2005年３
月 18日（ht tp: / /news.s ina .com.cn/c /2005-03-
18/09395397401s.shtml）

（注11）「NEET」という造語を生み出したイギリスでは16～ 18
歳と対象年齢が限られるのに対し、中国では、16～ 34
歳（王・陳［2010］）や23～ 30歳（「六成人
老族需社会解决」智朕招聘2008年４月28日（http://
article.zhaopin.com/pub/view/110941-25621.html）と
するものもある。

（注12）「警惕農村“ 老族”」大河網2009年５月29日
（http://newpaper.dahe.cn/hnrbncb/html/2009-05/26/

content_182899.htm）
（注13）「農村青年“ 老族”折射就業難題」新農村 

商網2010年３月17日（http://nc.mofcom.gov.cn/news/ 
13444886.html）

（注14）「父母嘆気声中“2030”傍老族悠然度日」中国青年
報2005年３月31日（http://zqb.cyol.com/gb/zqb/2005-
03/31/content_1059690.htm）

Ⅱ．�進む都市労働市場のイン
フォーマル化

中国では共産党と政府がその年の最重要課

題と見做す政策が年初に「一号文件」として

発表される。2004～ 2010年の７年間は一貫

して「三農問題」（農業、農村、農民の疲弊）

を取り上げたが、2011年は水利問題を取り上

げ、地方政府に対して土地譲渡収益の１割を

水利建設に充てることを指示した。2011年の

一号文件が農業の水利という具体的な問題に

踏み込んだ背景には、旱魃による被害が深刻

化しており、水利建設を急がなければ食糧自

給体制が根底から揺らぎかねないという危機

感があると思われる。

また、未熟練労働力の不足に伴う賃金の上

昇によって農民の生活水準が改善されつつあ

るなかでも、共産党と政府には、依然として、

「三農問題」を「一号文件」として取り上げ

なければならない理由がある。中国が「転換

点」を通過していれば、都市農村間の所得格

差に象徴される農民の問題は次第に過去のも

のとなっていこう。しかし、前章で確認した

ように、中国の労働市場は「余剰」と「不足」

が共存しており、「転換点」を通過したとい

う前提のもとに、所得格差の是正が進み、「世

界の市場」としての将来性が高まると楽観す

るわけにはいかないのである。

本章では、まず、『第二次農業センサス（総

合巻）』から「外出就業人口」の実態を明ら

かにする。都市就業人口の約半分を占める農

民工の置かれた状況を把握することなしに、

都市労働市場の現状を語ることは出来ない。

次に、未熟練労働の不足が深刻化した前後に

あたる2000年と2005年の人口移動にどのよう

な変化が起こっているのかについて人口統計

からアプローチする。最後に、農民工がイン

フォーマル・セクターに吸収され、社会が不

安定化しやすい構造に陥りつつあり、「転換

点」を通過したようにみえても、「所得格差

の是正」→「社会の安定化」→「経済成長の

持続性の高まり」という図式が成立しない可

能性を示す。

１．外出就業人口は１億3,181万人

『第二次農業センサス（総合巻）』によれば
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2006年の外出就業人口は１億3,273万人であ

る。これは同年の都市就業人口（２億8,310

万人）の46.5％に相当し、都市の未熟練ない

し「３K」（きつい、きたない、危険）と呼

ばれる仕事は外出就業人口、つまり、農民工

によって賄われているといっても過言ではな

い。以下、同資料をもとにその全体像を鳥瞰

することとしよう。

①外出先別

まず、外出先別にみると、最も多いのは「省

外」で全体の49.0％（6,458万人）となってお

り、以下、「郷外県内」が19.2％（2,528万人）、

「市外省内」が17.6％（2,326万人）、「県外市

内」が13.8％（1,814万人）と続く。なお、『第

二次農業センサス』では具体的にどの省・市

に向かったかについての記載はない。

これを省・市・自治区別にみたものが図表

５である。外出就業者の最大の出し手は四川

省で1,285万人と全体の9.7％を占め、以下、

河南省（1,148万人、8.7％）、安徽省（1,119万人、

8.5％）、湖南省（1,001万人、7.6％）、江蘇省（968

万人、7.3％）と続く。出し手としての地位

が低いのは、チベット自治区で14万人（全体

の0.1％）以下、天津市（22万人、0.2％）、海

南省（31万人、0.2％）、上海市（33万人、0.3％）、

新疆ウイグル自治区（44万人、0.3％）であ

る。貧しい地域は外出就業人口が多く、豊か

な地域は少ないという単純な相関関係が成立

しないことがわかる（詳細データは付表３を

参照）。

実際、農村の１人当たり純所得と外出率と

の間には相関がない（図表６）。農村の１人当

図表５　行き先別にみた外出就業人口（2006年）

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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たり純所得には、外出就業による収入が含まれ

るため、ここではそれを引いたものを純所得と

し、外出率は農村の戸籍労働力人口に占める外

出就業人口の割合で求めた。図表５の行き先別

の構成が地域によって異なることからも、移動

距離を無視して外出をひとまとめにして扱うこ

とに問題があることを示している。

第一次農業センサス（1996年実施）では、

外出就業人口について調査していないため比

較は出来ないものの、近年、沿海部への人口

集中が加速していることから（国家人口和計

測育成委員会流動人口服務管理司［2010］）、

中長期的な傾向として「省外」の割合が増え

ていることは間違いない。国家統計局にお

ける「外出」は、戸籍地を６カ月以上離れ

て就業した人としており、『第二次農業セン

サス（総合巻）』と外出の定義が異なるもの

の、2004年に41.0％を占めていた「省外」の

割合は2008年には45.4％に上昇している（図

表７）。2009年は金融危機の発生に伴い「省外」

が39.5％に低下したものの、これはあくまで

も一時的な現象と捉えるのが妥当であろう。

②産業および業種別

次に外出就業人口がどのような産業に吸収

されているかを見てみよう。第一次、第二次、

第三次産業の割合をみると、それぞれ362万

人（全体の2.7％）、7,482万人（同56.8％）、5,337

万人（同40.5％）となっており、やはり、第

二次および第三次産業が主な雇用の受け皿と

なっている。第二次および第三次産業の業種

を細かくみると、製造業、建設業、サービス

図表６　外出率と外出就業による所得を除く
　1人当たり純所得の関係

（注）外出率＝外出就業人口／農村の戸籍労働力就業人口
（資料）前図に同じ
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業ではその他（1）と住民サービスの割合が

高い（図表８）。サービス業のその他（1）と

は、雇い主、家事手伝い、自営業、公務員な

どを指す。一方、住民サービスには、託児所、

自動車・オートバイの保守・修理、洗濯、設

備補修、理容、家電修理、清掃、葬儀などの

業種が含まれる（省・市・自治区別のデータ

は付表４参照）。

省・市・自治区の産業別構成をみると、新

疆ウイグル自治区を除く全ての省・市・自治

区で第二次および第三次産業への就業割合が

高い（図表９）。経済発展に伴い主要産業が

第一次、第二次、第三次へと移り変わってい

く現象はペティー＝クラークの法則として有

名である。しかし、就業人口と付加価値の変

化に着目すると、中国は必ずしもこの法則に

沿った変化を遂げているとは言えない。

第一次産業の就業人口は1991年の3.9億人

をピークに減少に転じ、2009年に3.0億人ま

で減少したものの、新たな雇用の担い手と

しては、第二次産業が1.4億人から2.2億人と

8,000万人の増加にとどまったのに対し、第

三次産業は1.2億人から2.7億人と1.5億人の増

加となった。一方、付加価値ベースでは、第

一次産業は1991年から2009年に2.2倍に、第

二次および第三次産業はそれぞれ8.2倍、6.4

倍の増加となっている。雇用では第三次産業

が、付加価値では第二次産業が優勢という構

図は中国独特のもので、就業者１人当たりの

付加価値でみると、第二次産業の伸長と第三

次産業の低迷が鮮明である。これは、都市労

働市場にけるフォーマルとインフォーマルの

断絶が深まったことを示している。

第二次産業への就業割合が高いのは、貴

州省（68.0％）であるが、同省は１人当たり

GDPが5,787元と最も低い。一方、第二次産

業への就業割合が最も低いのは新疆ウイグル

自治区（9.6％）である。同自治区の１人当

たりGDPは15,000元と、貴州省よりかなり高

いものの、中国全体から見ればやはり下位グ

ループに入る。このことは最寄りの沿海都市

までの移動距離や少数民族の多寡といった各

省・市・自治区が抱える個別の要因が外出お

よび就業業種の決定に影響を与えていること

を示しているようにみえる。

図表８　外出就業者の就業先

（注） 第二次産業のその他（1）は、採掘業、電力・ガス・
水道業、第三次産業のその他（2）は、交通・運輸・
郵便・倉庫業、ホテル・飲食業。

（資料）前図に同じ
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③就業期間別

外出就業人口の就業期間は、全国平均で

みると、a.「１カ月以下」はわずか0.4％で、

b.「２～３カ月」が3.1％、c.「４～６カ月」

が12.7％、d.「７～９カ月」が21.6％、e.「10

カ月以上」が62.2％を占める。農民工は農閑

期だけ外出する、あるいは、職を転々とする

就業パターンではなく、年間を通してある程

度固定した場所で就業しているといえよう。

就業期間を省・市・自治区別、地域別に

みたものが図表10である。就業期間「10

カ月以上」の割合が８割を超えるのは、上

海（86.2％）、北京（82.7％）、広西チワン族

（80.7％）、広東（80.5％）の４省・市・自治

区に限られる。広西チワン族自治区が含まれ

るのは、広東省に隣接しているという地理的・

歴史的（注15）条件によるものと考えるのが

妥当であろう。

一方、就業期間「10カ月以上」の割合が４

割に満たないのは、青海（19.3％）、チベッ

ト（29.1％）、新疆ウイグル（30.6％）、寧夏

（33.8％）、河北（33.4％）、甘粛（35.5％）の

６省・自治区である。その多くは内陸に属す

が、北京市を取り囲む位置にある河北省がこ

こに含まれることにやや意外な印象を受け

る。同省は、農村の戸籍労働力人口における

就業人口（５億5,511万人）の6.3％を占め、

河南（9.0％）、山東（8.6％）、四川（7.3％）

に次ぐ農業省である。農民１人当たりの所得

は、純収入および家庭経営収入のいずれも中

図表９　省・市・自治区別にみた就業先（産業別）構成

（注）地域分類については付表１を参照。
（資料）『第二次農業センサス』より作成
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位グループであることから、外出に対する需

要は決して少なくないはずである。

前出の図表６で見たように、河北省は外出

就業による所得を除いた１人当たり純所得が

低いにもかかわらず、外出率が低い。外出率

と就業期間には一定の相関があることから

（図表11）、河北省の就業期間の短さは、近隣

にある北京と天津両市の都市労働市場の規模

が相対的に小さいこと、あるいは、農村部に

おける郷鎮、私営企業および自営業者の雇用

規模が相対的に大きいことと関係があるのか

もしれない。

外出就業期間は「10カ月以上」が６割を超

えるものの、全てがフルタイムの就業者と

いうわけではない。前章で用いた（1）式で

外出就業人口に対する実質的な需要（Y）を

求めると、１億1,423万人となる。外出就業

人口との差は1,758万人で、仮に外出就業者

図表11　外出率と就業期間

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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がフルタイムで就業したとすると、全体の

13.3％は失業することになる。2006年の都市

の失業率は4.1％である。これは公的な機関

に登記された人のみが対象で、「下崗」を含

まない数値であることから、単純な比較は出

来ないものの、人手不足だからといって農民

工が「売り手」として市場の主導権を握って

いる状況ではないことがわかる。

④年齢別

農民工は若い未熟練労働者というイメージ

がある。『第二次農業センサス（総合巻）』で

外出就業人口の年齢構成を確認してみよう。

全国平均でみれば、最も多いのは「21～ 30

歳」で全体の16.2％を占め、以下、「31～ 40

歳」（29.5％）、「20歳以下」（16.2％）、「41～

50歳」（12.8％）、「51～ 60歳」（4.4％）、「61

歳以上」（0.7％）の順となる。これを農村就

業人口（図表１のC.1.）の年齢構成と比べる

と、やはり、青・壮年層の外出比率が高く（図

表12）、40歳前後が帰農の境目となっている

ことがわかる。このことは、『中国流動人口

発展報告2010』においても確認されている。

興味深いのは、農民は義務教育修了後に直

ちに外出就業しているわけではないことであ

る。中国の義務教育は中学までで、完全普及

に近い水準に達しているものの、農村の高校

への進学率は都市に比べかなり低い（三浦

［2010］）。にもかかわらず（注16）、「20歳以下」

が最多となっていない理由としては、次に指

摘する要因が作用していると思われる。第一

は農村における職業訓練が強化されているこ

とである。『全国農村固定観察視察点調査数

拠彙編（2000-2009年）』によれば、農村労働

力（注17）のうち職業訓練を受けたことのあ

る人は、2000年時点では世帯当たり0.12人で

あったが、2009年には0.25人となった。需要

に対応しているとは言いがたいものの、これ

が「20歳以下」の外出率を低下させた一因で

あると思われる。

第二は農村人口の年齢構成が大きく変化し

つつあることである。『第一次農業センサス』

（1996年実施）と『第二次農業センサス（総

合巻）』は年齢区分が異なるため厳密な比較

は難しいが、戸籍労働力人口の中の農村就業

人口における51歳以上の年齢層が占める割合

は10年間で17.4％から23.6％に上昇した。農

図表12　戸籍労働力人口の就業人口および
外出就業人口の年齢構成

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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村においても少子高齢化が進んでおり、若年

労働人口そのものが減少しつつある。

図表13は、外出労働力人口の年齢構成を省・

市・自治区別に見たものである（詳細は付表

５参照）。省・市・自治区によって多少の差

異はあるものの、21～ 40歳の年齢層で外出

就業人口の約６割を占める。ただし、一部の

地域では、「20歳以下」の割合が極端に低い。

上海、北京、江蘇の３市・省については2.9％、

7.2％、7.2％と全国平均（16.2％）を大きく

下回る。その半面、それらの市・省は「51歳

以上」の割合が14.2％、6.0％、9.5％と、北

京を除いて全国平均（5.1％）を大きく上回る。

外出就業所得を除いた農村の１人当たり所

得と外出就業者の年齢には明らかな相関があ

る（図表14）。所得が向上するのに伴い、「20

歳以下」の割合が低下する一方で、「51歳以上」

の割合が上昇する。前者については、いわゆ

るNEETが増加していること、後者について

は被雇用者から雇用主に就業形態が変化する

ことを示していると思われる。

⑤学歴別

外出就業人口の学歴別構成を見ると、義務

教育を終えた中学卒業者（以下、「中学」と

する）が全体の70.1％を占め、次いで、「小学」

（18.7％）、「高校」（8.7％）、「短大以上」（1.3％）、

「未就学」（1.2％）と続く。これを農村就業

人口の学歴構成と比べると、「中学」が最も

外出就業者になりやすいといえる（図表15、

詳細は付表６参照）。これは、「高校」や「短

図表13　省・市・自治区別にみた外出就業人口の年齢構成

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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大以上」の学歴を持つ人の多くは、村の幹部、

教師、医師であるため、外出比率はそれほど

高くならないという中部４省を対象にしたサ

ンプル調査（厳［2009］）の結果と符合する。

一方、「未就学者」と「小学」の外出比率

は極端に低い。図表16は、外出就業人口の

省・市・自治区別の学歴構成を見たものであ

るが、チベット自治区の「未就学者」と「小

学」の比率が非常に高く、甘粛や青海といっ

た省でも同様の傾向が見られる。これは少数

民族に対する義務教育の普及が依然として遅

れていること、あるいは、都市労働市場まで

の距離が長くなるのに伴い外出就業機会の情

報を得にくいなどの事情が影響していると思

われる。

ただし、そうした地域の外出就業人口は全

体から見れば非常に少ない（前出の図表５

参照）。「未就学者」の外出就業者全体に占

める割合が最も高いのは安徽省で18.2％、以

下、甘粛省（10.1％）、山東省（6.6％）、河南

省（5.5％）、四川省（6.3％）となり、「小学」

の場合は、四川が12.4％と最大の割合を占め、

以下、安徽省（9.3％）、江蘇省（6.0％）、江

西省（6.0％）、河南省（5.4％）と続く。

「未就学者」と「小学」には、貴州や甘粛

といった農村の１人当たり所得が低い省だけ

でなく、江蘇や山東といった所得の高い省が

含まれる（注18）。所得の低い省については

義務教育からのドロップアウトが多い可能性

を、豊かな省については義務教育制度が導入

図表14　外出就業所得を除いた純収入と外出年齢

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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図表15　戸籍労働力人口の就業人口および
外出就業人口の学歴構成
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される以前の年齢の高い世代が自営業を営ん

でいるか、私営企業の雇用主となっている可

能性を示しているようにみえる。

『第二次農業センサス（総合巻）』では、学

歴と就業業種とのクロス集計も行われてい

る。しかし、いずれの業種においても学歴別

構成は「中学」を頂点とした逆U字を描いて

おり、学歴と業種との間に有意な差は認めら

れない。図表は省略するが、これは外出就業

者の学歴が就業業種の選択に影響を与えない

ことを示しており、都市の労働市場における

農民工の立場を象徴している。

ただし、学歴に何の意味もない
4 4

というわけ

ではない。図表17（左）は、世帯主の学歴別

に就業者の学歴を見たものであるが、「非識

字」を除くと、両者の間には明らかに正の相

関がある。つまり、世帯主の学歴が高いほど、

就業者の学歴も高くなる。世帯主が「非識字」

であるにもかかわらず、外出就業人口の就学

期間が「小学」より長くなるのは、義務教育

の普及の成果と思われる。

また、世帯主の学歴は世帯の生活水準に影

響を与えている。『第二次農業センサス（総合

巻）』には、世帯の収入についてのデータは記

載されていないが、住宅資産価格のデータが

ある。これを所得の代わりに生活水準を計る

目安にすると、やはり、世帯主の学歴が高い

ほど住宅資産価格が上昇する（図表17（右））。

こうしたことから、全体としては世帯主の

学歴に関係なく、外出就業人口の学歴が上が

るほど外出率が高くなる傾向がある。ただし、

世帯主およびその子供が「短大以上」である

図表16　省・市・自治区別にみた外出就業人口の学歴構成

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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場合は、「高校」をピークに外出率が低下する

（図表18）。これは、教育や資産を通じて公務

員や私営企業の経営者としての立場が世襲さ

れている可能性、また、農村内の所得格差が

教育を通じて固定化され、外出の決定要因と

して作用している可能性を示唆している。

⑥世帯人数および性別

外出率と世帯人数の間にはどのような関係

があるのであろうか。図表19は横軸に戸籍労

働力人口における就業人口の世帯規模別構成

比を、縦軸に外出就業人口の同構成比をとっ

てプロットしたものである。対角線より下に

ある就業者数世帯は外出率が低く、上にある

世帯は外出率が高い。それぞれの外出率を

外出就業人口／就業人口で算出すると、世

帯当たりの就業者数の小さい順に、14.7％、

図表17　世帯主の学歴別にみた外出就業人口の学歴（左）と住宅資産価格（右）

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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11.0％、21.3％、24.5％、25.5％、28.1％となる（詳

細は付表７参照）。就業者１人の世帯の外出

率は高いものの、同世帯は就業人口の1.5％、

外出就業人口の0.9％を占めるに過ぎないこと

から、世帯における就業者数の増加によって

外出率も上昇するといっていいだろう。外出

率が高まるのは、世帯当たり就業者が４人を

超えたところからで、中国でもいわゆる「三

ちゃん農業」が浸透しつつあることを物語っ

ている。見方を変えれば、このことは少子化

が進むことで外出率が低下することを示す。

性別をみると、男性の外出率が高い。戸籍

労働力人口の就業人口のうち男性は52.9％を

占めるが、これを外出就業人口に絞り込む

と、その割合は64.0％に上昇する。この値は

世帯の就業人口が変わってもほとんど変化し

ない。これは前出の図表８でみたように、外

出就業人口の就業先と関係があるように思わ

れる。外出就業者の就業先として建設業が２

割を超える。住民向けサービス業のなかにも、

バイク・自動車修理といった男性向けの仕事

が含まれており、男性の方が失業のリスクが

少ないといえる。あるいは、少子高齢化に伴

い家事手伝いなど、戸籍地における女性労働

力への需要が高まっているのかもしれない。

前述した年齢別にみた外出率と重複する

が、「整労働力」と「半労働力」との対比も

興味深い。「整労働力」とは、男性の場合18

～ 60歳までの労働力、女性の場合16～ 55歳

の労働力を指し、「半労働力」とは16～ 17歳

および60歳以上の男性労働力、55歳以上の

女性労働力を指す。前者が世帯当たりの数

が多くなるとともに外出率が上昇する、つ

まり、世帯当たりの就業人口の少ない順に

外出率が、21.5％、16.5％、22.7％、25.1％、

27.5％、31.1％と上述した外出率と同じ傾向

を示すのに対し、後者の外出率は極端に低

い。４人となった場合に外出率が16.4％とな

るものの、そのほかでは10％に満たない（図

表20）。「半労働力」は就業人口の12.3％を占

める一方で、外出就業人口の4.3％を占める

に過ぎない。これは、16～ 18歳の若年労働

力あるいは60歳以上の男性労働力と55歳以上

の女性労働力が世帯規模の拡大に伴い農村に

図表19　就業人口および外出就業人口の
世帯人数構成

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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とどまることを示唆している。

２．省間人口移動は低下しているのか

『中国2000年人口普査資料』（以下、『2000

年人口センサス』とする）と『2005年全国１％

人口抽様調査数拠』（以下、『2005年１％人口

抽出調査』）とする）を使って、５年間の人

口移動の実態を明らかにしよう。なお、ここ

でいう「移動」とは調査時点で戸籍地と現住

所が異なる人を指す。

中国では10年に一度人口センサスが実施さ

れており、それを補足するため「１％人口抽

出調査」がその５年後に、そして、「人口変

動状況抽出調査」が毎年実施されている。こ

れらはいずれも人口調査であることから、そ

の全てを農民工、つまり、就業のために農村

戸籍を離れた人とは見做せない。しかし、公

安部が発表する『全国暫住人口統計資料彙

編』（2009年）をみると、全国で１億2,215万

人とされている「暫住」人口（「暫住」は戸

籍地を３日以上離れた）のうち就労目的の

人（注19）が１億461万人と全体の85.6％を

占める。人口移動≒農民工と見做しても大き

な問題はなかろう。

『2000年人口センサス』では、全人口12億

4,261万人に対し、移動人口は１億4,439万人

で全体の11.6％に相当する。一方、『2005年

１％人口抽出調査』では、抽出人口1,698万

人に対し、移動人口は194万人で全体に占め

る割合は11.5％である。移動率そのものはほ

とんど変化していない（付表８参照）。2000

年に29.7％であった広東省の移動率は28.9％

へとやや低下したものの、北京市、上海市は

それぞれ34.2％から37.0％、32.8％から39.7％

へ上昇した。

センサスと１％人口抽出では精度にかなり

の差があると思われるため、厳密な比較は難

しいものの、上のデータが正しいとすれば、

2004年以降本格化した未熟練労働力の不足

は、供給が細ったことによるものではなく、

WTO加盟を受け急速に膨らんだ需要に未熟

練労働力の供給が追いつかなくなったためと

みるのが妥当である（三浦［2007］）。実際、

移動人口を省内と省外に分けてみると、2000

年に70.6％と29.4％であった省内と省外の移

動の割合は、2005年には66.0％と34.0％とな

図表20　世帯当たりの就業者数・
就業者区分でみた外出率

（資料）『第二次農業センサス（総合巻）』より作成
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り、省外への移動、つまり、供給は増えてい

るのである（詳細は付表９参照）。

省・市・自治区別の省外人口構成比率をみ

ると、余剰労働力の受け手となる広東、北

京、上海といった省・市における移動人口に

占める省外人口の割合は、59.5％から61.5％、

53.1％から59.6％、58.2％から65.5％へといず

れも上昇している（図表21）。また、省外移

動人口全体に占める各省・市・自治区の割合

を見ると、広東省への集中傾向が依然として

強いものの、浙江省や江蘇省など、移動先の

分散化が進みつつあることが分かる（図表

22）。さらに、中部と西部から東部へという

人口移動が加速していることも間違いない。

省外人口全体に占める東部の割合は2000年の

75.7％から2005年に82.4％に上昇している。

このことは、2000年と2005年の省間人口移動

の純流出入人口からも裏付けられる（詳細は

付表９を参照）。

わが国を含む外資製造業において未熟練労

働者の不足、賃金上昇、ストライキが深刻化

していることは事実である。しかし、前章で

は、『第二次農業センサス（総合巻）』を通じ

て、余剰労働力が存在することを明らかにし

た。人口移動統計の分析を通じても、人手不

足が必ずしも「転換点」を通過した、つまり、

農村に余剰労働力が存在しないことと同義で

はないことがわかる。

こうしたことから、「転換点」通過→都市

農村間の所得格差縮小→社会の安定性と成長

の持続性が高まる、つまり、「世界の工場」

としての地位は低下するものの、代わりに

図表21　省外人口構成比率（付表9の省外構成比Ⅰ）

（資料）付表９に同じ
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「世界の市場」としての魅力が高まるという図

式が容易に成立しないことがわかる。第12次五

カ年計画草案においては、目標成長率を引き下

げ、所得格差の是正に全力を挙げる姿勢が示さ

れた。この問題の重要性を誰よりも実感してい

るのは他ならぬ共産党と政府なのである。

３．進む労働市場のインフォーマル化

農民工の問題を考える際に重要なもう一つ

の問題として、インフォーマル・セクターの

役割がある。2010年に日系を中心に多くの外

資企業で賃上げを求めるストライキが発生し、

話題となった。わが国で「農民工」といえば、

会社が用意した狭い寮に住み、日々、製造ラ

インの中で黙々と単純作業を繰り返す、未熟

練かつ安価な労働力というイメージがある。

報道規制が敷かれるまでになった2010年のス

トライキの続発は、厳しい環境下に置かれた

彼らの「反乱」であったようにみえる。

しかし、このイメージは必ずしも農民工の

置かれた環境を正確に反映しているとはいえ

ない。例えば、会社の用意した寮に住める農

民工は全体からみればほんの一握りに過ぎな

い。『中国流動人口発展報告2010』によれば、

農民工のうち、会社の用意した住居に住んで

いる、あるいは家賃補助を受けていると回答

した人は全体の14.8％に過ぎず、75.2％が自

分で居住を確保しているとしている。住居を

購入したという人はわずか9.3％にすぎない。

また、ストライキという実力行使に打って出

ることが出来る農民工もそれほど多くない。

図表23は、農民工がどのような所有形態の企

図表22　省外人口構成比率（付表9の省外構成比Ⅱ）

（資料）付表９に同じ
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業で就労しているかを示したものである。就

業先を所有形態別にみると、2001年時点で「個

体」と呼ばれる自営業および私営企業が全体

の７割、2005年時点で８割を占める。

ある党幹部は新規に生み出される雇用の９

割が自営業および私営企業によるものである

としている（注20）。このことは2000～ 2009

年の都市における雇用増加が私営企業と自営

業によって支えられていることからも裏付け

られる（図表24）。重要なことは、都市労働

市場のインフォーマル化が農民工の移動と同

時に進行していることである。

政府は、金融危機による失業者は2,000

万人に上り、社会を不安定化させかねない

と予想し、農民工に対して帰農や戸籍地で

の起業を促し、そのための補助金も用意し

た（注21）。しかし、農民工はいずれも選択

しなかったようである。第一次産業の就業人

口は低下を続ける一方で、都市のインフォー

マル・セクターは引き続き高い雇用吸収力を

維持している（図表25）。

では、金融危機により失業した農民工はど

こへ向かったのか。詳細を示す資料は少ない

が、『中国人口与労働問題報告書No.11』によ

れば、彼らは沿海部から中西部へ移動した

とされる。同資料におけるサンプル調査で

は、農民工の主たる就業先であった珠江デル

タ地区は就業先全体に占める割合が2008年

に24.2％であったが、2009年には20.0％へ、

長江デルタ地区や環渤海地区も、それぞれ

図表24　2000～2009年の都市雇用の
所有形態別寄与度

（注）図表３の「分類されない就業者」は含まれない。
（資料）『中国統計年鑑』（2010年）より作成
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22.4％から20.9％、24.5％から20.8％へ同様に

低下する一方、中西部は24.2％から31.9％へ

上昇したとされる（図表26）。

ただし、このデータは必ずしも『中国統計

年鑑』（2010年）と合致しない。統計年鑑で

は、省・市・自治区別の分類しか出来ない

が、2009年の私営企業および自営業の増加

は、主に東部によるものとなっている（図表

27）。どちらが正しいのかは定かではないが、

仮に農民工が中西部に移動したとしても、医

療保険の加入率は東部より中部および西部が

低いため、彼らは一層厳しい雇用環境下に置

かれたといえよう。『中国統計年鑑』（2010年）

で、失業保険の加入率を「単位」（注22）と

呼ばれる「職工」（注23）と近似するフォー

マル・セクターを母数にしてみると全国平均

で100％を上回るが、『中国農村住戸調査年鑑』

（2010年）では、農民工の雇用保険の加入率

は東部で4.6％、中部と西部にいたってはわ

ずか2.6％と2.0％でしかない。

いずれにしても、農民工が私営企業や自営

業というインフォーマル・セクターに属して

いる限り、彼らの脆弱性が改善される見込み

は少ない。図表28は横軸に都市就業者に占め

図表25　インフォーマル・セクターおよび
第一次産業の就業者

（資料）『中国統計年鑑』（2010年）より作成
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合計 都市 農村
私営 個人 私営 個人

合計 1,512 420 636 283 174

地域

東部 806 182 409 149 67

中部 282 86 140 35 22

西部 275 105 19 83 68

東北部 149 47 68 16 18

（資料）『中国統計年鑑』（2009年、2010年）より作成
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る非「単位」、つまり、インフォーマル・セ

クターの割合を、縦軸に都市就業者をベース

に雇用保険の加入率を見たものである。決定

係数はそれほど高くないものの、インフォー

マル・セクターの就業者比率が高い省・市・

自治区ほど、保険加入率が低下する傾向があ

る。インフォーマル・セクターの拡大は金融

危機に対する雇用のショック・アブソーバー

として有効に機能した可能性が高い。しかし、

それは同時に中国が不安定化しやすい社会へ

移行しつつあることを示している。

2011年１月、米中首脳会談が行われたが、

胡錦濤総書記は改めて人民元の切り上げに応

じない姿勢を表明した。経済発展に伴い産業

の高付加価値化が進んでいるとはいえ、原材

料を輸入して加工・組み立てを行う加工貿易

型の輸出は、依然として全体の41.1％（2009

年）を占める。急速な元高が雇用に与える影

響は大きい。2010年10月、第６回中国・欧州

連合（EU）工商サミットで温家宝首相が奇

しくも、中国の輸出企業の多くは利潤率が低

く、仮に元レートを20～ 40％引き上げれば、

輸出企業が大量に倒産、労働者は失業し、社

会の安定確保が難しくなると発言した（注

24）ように、中国にとって元切り上げは単な

る経済問題ではなく、社会の安定性を左右す

る政治問題なのである。

４．�深まるフォーマルとインフォーマル
の断絶

2010年、都市農村間の所得格差がわずかな

がら縮小した。図表29は、GDP、都市１人当

たり可処分所得、農村１人当たり純所得の伸

び率をみたものである。農村の１人当たり

純所得は名目ベースで前年比14.9％増（実質

ベースで10.9％増）と、都市の１人当たり可

処分所得の伸び率（名目で11.3％増、実質で

7.8％増）を上回った。第12次五カ年計画草

案では、都市農村間、沿海内陸間、所得階層

間の所得格差を是正するとともに、所得分配

率を高めるという目標が示された（注25）。

後者は今後の課題であるが、都市農村間の所

得格差が縮小に転じたのは1996年以来であ

り、中国は漸く「和階社会」（調和のとれた

社会の意味）の実現に向けて歩みを始めたか

図表28　非単位就業者比率と雇用保険加入率

（注） 雇用保険加入率＝加入者数／都市就業者数、非単位就
業者比率＝（都市就業者数－単位就業者数）／都市就
業数で算出。

（資料）『中国統計年鑑』（2010年）より作成
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のように見える。

しかし、図表29を額面どおりに受け取るわ

けにはいかない。農民工は移住許可証（「暫住

証」）を持たない人が多く、都市の家計調査

の対象にほとんど含まれないからである。世

界銀行は、2001年までの都市における家計調

査には農民工は含まれておらず、それ以降の

調査でもその割合は全サンプルのわずか２％

にとどまるとしている（World Bank［2009］）。

外出就業人口（１億3,273万人）が都市就業人

口（２億8,310万人）の46.5％に相当すること

を考慮すると、都市の家計調査はサンプル・

セレクション・バイアスが非常に大きい。

一方、仮に都市の家計調査に農民工が含ま

れるようになれば、都市の１人当たり所得が

実際にはもっと低くなり、都市農村間の格差

は統計よりも小さく、都市農村間の所得格差

は改善の方向に進んでいると見ることも出来

る。しかし、それは必ずしも正鵠を得た見方

とはいえない。前章では農村の余剰労働力を

推計したが、かつて「農村」にあった余剰労

働力は既に都市へ移動しており、それによっ

て農村の貧困が都市内の貧困に変換されてい

ると見るのが現実的であろう。

2011年３月、人力資源社会保障部は、中国

はまだ3,420万人あまりの余剰労働力を抱えて

おり、その内訳を農村が800万人、都市が2,400

万人（高卒以上の学歴者1,400万人を含む）と

発表した（注26）。データの正確性はともかく、

余剰労働力を「都市」＞「農村」としたことは、

農村にあった余剰労働力が都市に滞留してい

ることを示す材料の一つといえよう。

実際、都市の労働市場の歪みはフォーマル・

セクターとインフォーマル・セクター間の賃

金格差として顕在化している。図表30は、農

民工の主たる就業先である都市の私営と「都

市単位」との賃金格差を見たものである（詳

細は付表10を参照）。前述したように「単位」

とは、国有、集団、外資、株式、有限責任な

どの所有形態の企業群で構成されるフォーマ

ル・セクターである。私営の賃金が公表され

たのは『中国統計年鑑』（2010年）が初めて

で、遡及は出来ない。ここで言う私営とはあ

くまで工業あるいは商業管轄当局に登記され

たものに限られ、自営業は含まれていないこ

とから、インフォーマル・セクターのなかで

図表29　GDP、都市1人当たり可処分所得、
農村1人当たり純所得の伸び率（名目）

（資料）CEICおよび国家統計局資料より作成
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もフォーマルに近い部分の賃金を反映してい

ると考える必要がある。

それでも、両者の間には著しい賃金格差が

ある。全国平均でみると、格差が大きいのは

建設で2.1倍、次いで製造業（1.6倍）、卸小売

業（1.4倍）となっている。これは職域によ

る格差とみるのが妥当であろう。省・市・自

治区別に見た場合、賃金格差が最も大きいの

は上海市で、平均値で見ると2.7倍の格差が

ある。同市で格差が顕著なのはやはり建設部

門で、実に3.6倍もの格差がある。次に格差

が大きいのは北京市で、平均値で2.3倍、建

設業で3.3倍の格差がある。

中国に限らず、労働市場がフォーマルとイ

ンフォーマルに分断された開発途上国では、

労働力が同質であってもこうした賃金格差が

発生することは珍しくない（Marcouiller, de 

Castilla and Woodruff［1995］）。また、就業先

の企業規模や業種、さらには就業者本人の学

歴、技能、経験が賃金に影響していることも

否めない。では、中国における賃金格差も経

済発展における不可避的な現象と捉えるべき

であろうか。

そうではあるまい。中国の賃金格差は、甘

粛、青海などの内陸の省・自治区でも比較的

大きい一方、農民工の受け手としての圧倒的

な存在感を示す広東省では平均賃金の格差は

1.9倍と比較的小さく、卸小売業については

賃金格差が存在しないなど、地域および業種

における偏りが大きい。このため、各省・市・

自治区の発展度合いが格差に影響を与えてい

るのではなく、インフォーマルな労働市場の

比重、インフォーマル化の進展度、あるいは、

農民工の受入姿勢などの要因がこうした格差

をもたらしていると思われる（注27）。

さらに重要なことは、戸籍制度によって都

市労働市場が依然として一定年齢に達した人

が市場から退出し、新たに若年層を迎え入れ

るという「使い捨て型」システムによって維

持されていることである。前章の『第二次農

業センサス（総合巻）』で確認したように、

外出就業者は40歳前後で帰農の境目を迎え

る。戸籍制度がある限り、彼らの多くは都市

のフォーマル・セクターに組み込まれること

はない。つまり、都市の労働市場の分断は深

まる一方なのである。

このため、中国では、農業部門から工業部

図表30　都市単位と私営の平均賃金格差

（資料）付表９より作成
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門への労働力の継続的な人口移動によって、

都市の被雇用者が増加し、所得格差は経済発

展に伴い縮小に向かうとしたクズネッツ仮説

が期待されるほどうまく機能しない可能性が

ある。インフォーマル・セクターは、NEET

の増加や農民工の流入増加と滞在長期化に

よって、今後さらに肥大化すると予想される。

これが一見すると「転換点」を通過したとさ

れながら、共産党と政府が社会の不安定化に

神経を配らざるを得ない理由である。

（注15）宋代は、現在の広東省と広西チワン族自治区を含めた
広南路が置かれていた（莫［2001］）。

（注16）『中国教育統計年鑑』（2008年）に掲載されている普
通高校（中国語では「普通高中」）の入学者を普通
中学（同「普通初中」）で除したものを高校進学率と
すると、都市が90.9％、県・鎮が60.4％、農村が8.7％と
なる。なお、同年鑑（2005年）では、それぞれ87.6％、
62.0％、9.0％で、都市以外の進学率は低下している。

（注17）同書における農村労働力の定義は、『第二次農業セン
サス』と同じである。

（注18）2006年の農家の１人当たり純収入のうちの家庭経営収
入をみると、貴州および甘粛省は1,113元（年、以下同
じ）と1,292元で、31省・市・自治区のうち30位と28位
となっているのに対し、山東および江蘇省は2,410元と
2,271元と、７位と10位である。外出就業による所得を
除いた純収入でみても、貴州省（1,699元、31位）、甘
粛省（1,779元、30位）と山東省（3,895元、７位）、江
蘇省（4,765元、５位）と対照的な位置にある。

（注19）「務工」、「務農」、「経商」、「服務」の合計値。
（注20）「周伯華：堅持執行国家基本経済制度促進個体私

営経済健康発展」2010年６月11日中国紅盾交流網
（注21）「金融危機対策としての就職支援」2009年２月19

日China Radio International（http://japanese.cri.
cn/918/2009/02/20/1s135643.htm）

（注22）中国語では「城鎮単位」と表記される。「城鎮」とは
都市である。「単位」とは、企業、研究所、政府を示す
が、企業と研究所の所有母体は国、都市集団、その他
（股份合作、聯営、有限責任、股份有限責任、香港・
台湾・マカオ含む外資）に限られる。

（注23）「職工」とは（注22）における正規雇用者である。
（注24）「西側７カ国が人民元包囲網　日本の出方は？」人

民中国日本語版（http://www.peoplechina.com.cn/
xinwen/txt/2010-10/14/content_303631.htm）

（注25）「中央関於国民経済和社会発展十二五規劃的建

議」中央政府網2010年10月27日（http://www.gov.cn/
jrzg/2010-10/27/content_1731694_2.htm）

（注26）China has labor surplus in rural and urban areas:  minister, 
新華網2011年３月８日（http://news.xinhuanet.com/
english2010/china/2011-03/08/c_13766458.htm）

（注27）中国における人口移動の決定要因およびミクロデータを
利用した現状分析については、厳［2005］が詳しい。

Ⅲ．�「転換点」を巡る議論を再考
する

本章では、まず、急速な経済成長の明と暗

だけに焦点を当てたメディアの報道が矛盾を

内包していることを指摘する。次に、「転換

点」を巡る先行研究の結論に著しい乖離があ

ることを示し、なぜこの議論が収斂しないの

か、そして、「転換点」を巡る議論をどのよ

うに解釈すべきかについて改めて考える。

１．両極に走るメディアの中国論

冒頭で述べたように、中国にかかわるメディ

アの情報は、経済の「規模」と「スピード」に

焦点を当てる一方で、同国が容易に解決出来な

い多くの「矛盾」を抱えていることを指摘して

いる。中国が社会の安定を維持しながら、持続

的な経済成長を続けうるか否か。これは経済

的な相互依存を深めるわが国のみならず、世

界経済を揺るがす問題であり、両極に情報が

偏るのは致し方ないことなのかもしれない。

しかし、こうした報道に戸惑いを感じる人

は少なくないのではないか。メディアの多く

は、中国が「転換点」を迎えたかという重要
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な問題を素通りし、“日中のGDP逆転”、“生

産拠点から消費市場へ”、さらには、“中国版

ジャスミン革命”などの刺激的なタイトルを

付した情報を発信し続けている。残念ながら、

そうした情報をいくら集めてみても、中国の

成長の持続性をどのようにみるべきか、そし

て、中国とどう向き合うべきか、についての

答えはなかなか出てこない。

また、両極を取り上げるメディアの中国論

はいくつかの矛盾を内包しているようにみえ

る。例えば、賃金の問題を見てみよう。人手

不足と並んで中国の「転換点」通過を示す材

料として取り上げられるのが最低賃金の著し

い上昇である（注28）。多くの農民工の就労

先となっている広東省に限ってみれば、最低

賃金（月当たり）は2005年からの５年間で

352元から1,030元へと2.9倍に増えた。2008年

から施行された「新労働契約法」によって労

働者の権益保護が打ち出されたこともある

が、2001年から５年間の上昇率はわずか5.4％

であった（注29）ことを考えれば、需給が逼

迫しているのは間違いない。

これらの材料をもとに、中国が「転換点」

を通過していると仮定すれば、経済成長が続

く限り賃金は加速度的に上昇し、「世界の工

場」としての役割を他国に明け渡しながら、

「世界の市場」としての比重を高めることと

なろう。実際、中国に進出した日系企業のな

かには賃金の上昇に伴い中国に集中していた

生産拠点の一部をベトナムやインドネシア、

さらにはバングラディシュに移す動きがあ

る。賃金がさらに上昇すれば生産拠点の一層

の分散化が進むであろう。

最低賃金の上昇は消費市場としての成熟度

に影響を及ぼす。自動車の販売台数が世界一と

なったことに象徴されるように、中国は「世界

の市場」としての重要性を増している。「転換

点」を通過したのであれば、農民の所得は上昇

し、都市農村間の所得格差は自ずと縮小する。

中国では都市間の所得格差は小さいため（三浦

［2010］）、沿海部の都市だけでなく内陸部の都

市、さらには農村も重要な市場となる。農村

部の消費が都市部に続くとすれば、市場とし

ての中国の重要性はさらに高まるであろう。

しかし、実際には第Ⅰ章で指摘したよう

に、中国には１億2,233億人の余剰労働力が

存在しており、地域間で余剰の度合いにかな

りの格差がある。また、第Ⅱ章で指摘したよ

うに「農村」にあった余剰労働力が都市へ移

動することで、農村の貧困が都市内の貧困に

変換され、都市インフォーマル・セクターの

肥大化をもたらしている。人手不足や最低賃

金が広い範囲で見られるからといって、「転換

点」を通過したとは言い切れない。少なくと

も時系列統計がとれる北京市や上海市では人

手不足が深刻化した2004年を境に最低賃金が

上昇したという証拠はなく（三浦［2011］）、「『転

換点』通過」→「所得格差の是正」→「『世界

の工場』から『世帯の市場』へ」という図式

が成立すると考えるのは楽観的に過ぎよう。
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このことは、「所得格差の是正」→「社会

の安定化」→「経済成長の持続性の高まり」

という図式も容易に成立しないことを示唆す

る。とは言え、中東諸国における民主化の動

きをそのまま中国に当てはめるのは早計であ

る。当然のことながら、単に所得格差が大き

いからとって民主化に向けたエネルギーも大

きいとは言い切れない。国連工業開発計画

（UNDP）のデータによって、所得分配の不

平等度を表すジニ係数を比較すれば、中国は

2006年時点で0.415とエジプト（2005年時点

で0.312）を上回る。所得格差だけを見れば、

中国はもちろん、中南米やアフリカ諸国でも

始終デモが生じていることになる。

では、共産党一党制や汚職の問題はどうで

あろうか。一党制の問題をどのように測るか

は難しい問題である。以下にいくつかの指標

を示そう（詳しくは三浦［2010］を参照）。

世界銀行は民間、国際機関、NGOなど33

の機関が作成した441のデータをもとに200カ

国以上を対象にガバナンス指数（Governance 

Indicators）を作成し、①声と説明責任、②政

治的安定、③政府の効率性、④規制の質、⑤

法の支配、⑥汚職の抑制の六つの分野で、各

国の相対的な位置づけを明らかにしている

（Kaufmann, Kraay and Mastruzzi［2009］）。中

国は「声と説明責任」、つまり、主に選挙権、

結社および表現の自由、メディアの独立性に

対する評価が極端に低いものの、その他につ

いては相対的に高い評価を得ている。

一方、アメリカのNGOフリーダム・ハウ

ス（FREEDOM HOUSE）は世界各国の自由

の度合いを、政治的権利（民主的な選挙、複

数政党制、民意を反映したクリーンな政府）

と市民的権利（信仰および表現の自由、結社

の自由、法の支配、個人の権利）の二つの側

面から測定している。中国に対する評価はこ

こ数年ベトナムをも下回る状況にあり、民主

化に向けた動きが進んでいるとは言い難い。

民主化の遅れが汚職体質の改善を阻み、国民

と政府との緊張を高める傾向があることは確

かであり（注30）、メディアの論調もこうし

た考えを基盤にしたものが多い。

しかし、汚職については調査主体によっ

て評価が異なる。世界の汚職問題を調査して

いるNGOトランスペアレンシー・インターナ

ショナル（Transparency International）は汚職認

識指数（Corruption Perceptions Index：CPI）を

作成し、その各国のランキングを毎年発表し

ている。ここでは順位が高いほど汚職の度合

いが低いことを示す。2009年の中国のCPIは調

査対象国180カ国中79位と、インド（89位）や

タイ（84位）を上回る。「金盾」と呼ばれる徹

底した情報統制や軍に対する統制といった観

点からも、中国は民主化の遅れが政府と国民

の緊張を高めるという考え方が当てはまりにく

い国の一つとみることが出来るかもしれない。

２．隔たり大きい先行研究

中国の社会の安定性や経済成長の持続性を
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どのように見るべきか。ここには多様な問題

が含まれ、その因果関係を明らかにすることは

容易ではない。鍵の一つはやはり中国が「転換

点」を通過したか、つまり、余剰労働力が存在

するか否かにある。しかし、この問題について

は経済学者の間でも意見の一致をみない。

人口統計からみても農村の未熟練労働者の

供給余力が以前に比べ低下しつつあることは

間違いないが、学者の意見は「農村に若年労

働者は残っておらず、もはや供給余力はな

い」とする「転換点」を過ぎた、あるいは、

間近とする「肯定派」と、「都市における未

熟練労働者の不足は、戸籍制度や農地制度に

よってもたらされた労働市場の歪み、あるい

は、農村の生活水準の向上を受けたものとす

る「否定派」に大別出来る。

中国国内の「肯定派」の論客として知られ

ているのが、社会科学院の人口労働経済研究

所の蔡昉所長である。同研究所が2007年に発

表した『中国人口労働問題報告書No.８』に

よれば、農村における労働人口から農民工と

農業に必要な労働人口を引いてみると、出稼

ぎ可能な青・壮年（15～ 34歳）は今や農村

にほとんどいないとしている。こうした見方

に同調する学者は多く、2010年９月、中国人

民大学主催のフォーラムで同大学の楊瑞竜教

授らは未熟練労働力の供給余力は乏しく、今

後５年間、賃金の上昇は必至であると予測し

た（注31）。

その一方、同じ政府系のシンクタンクでも

国務院発展研究センターは、2010年に発表し

た『中国流動人口発展報告2010』において、

2010年から2050年までに最小で3,558万人、

最大で２億438万人の新規の人口流動がある

と予想している。同センターは、いくつかの

異なる前提条件のもとで2010～ 2050年まで

に都市に流入する人口を推計しているが、予

想された流動人口の平均値は１億3,354万人

である（図表31）。

「流動人口」は就学や親に随伴した子供の

移動も含まれることから、労働力移動に比べ

数値が大きくなりやすい（注32）。また、戸

籍地を離れた期間をどのように設定するかが

調査主体によって異なるため、前述した人口

労働経済研究所のデータとの厳密な比較は難

しい。しかし、どのような期間を採用しても、

図表31　流動人口規模予測

（資料） 国家人口和計測育成委員会流動人口服務管理司
［2010］より作成
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近年の農村から都市への新規移動は概ね年間

600万人前後である。国務院発展研究センター

の推計を採用すれば、中国は「転換点」まで

まだ22年を要する計算になる。

わが国においても、中国が「転換点」を通

過したか否かについて盛んに議論されてい

る。分析手法としては、日本の「転換点」を

実証的に分析した南の研究（南［1970］）を

ベースに、主に農業の限界労働生産性、すな

わち労働供給の賃金弾力性を推計することに

よって、「転換点」通過の有無が判断される

ことが多い。しかし、ここでもその結論は一

致しない。「転換点」通過は間近、あるいは、

通過済みという主張（大塚［2006］、劉［2010］）

がある一方、少なくなったとはいえ、農村に

は依然としてかなりの余剰労働力が滞留して

おり、「転換点」に至るにはまだ時間がかか

るという主張（ナズール・横田［2008］、南・

馬［2009］、丸川［2010］）がある。

このほか、周辺統計からこの問題にアプ

ローチする手法もある。ここでも、農村から

の未熟練労働者を入れ替える「使い捨て型」

の雇用慣行が限界を迎えつつあるものの、労

働力の需給両サイドの統計から必ずしも「転

換点」を越えたとはいえないという主張（厳

［2009］）がある一方で、農村からの流出人口

と農村部門の実質賃金の関係から、1989年頃

に「転換点」を通過したという主張（奥田・

石田［2009］）がある。いずれを見ても、そ

の隔たりは驚くほど大きい。

欧米でも、わが国と同様、メディアでは未

熟練労働力の不足と急速な賃金上昇が盛んに

報じられている（注33）。しかし、それをもっ

て「転換点」を迎えつつあるという専門家は

少ない。世界銀行は、①情報化の進展に伴い

農民工が給与や労働条件などの情報を得やす

くなり、「使い捨て」型の企業が敬遠される

ようになったこと、②農村の余剰労働力は農

村ではなく、都市内で滞留している可能性が

高く、農村側からの統計を用いると余剰労働

力は過小評価されやすいことから、都市を含

めた中国全体として余剰労働力が枯渇したと

はいえないとしている（World Bank［2007］）。

このほか、労働市場の歪みを指摘する研究

（Kuijs［2009］）もある。一般的に急速な経

済発展を遂げる国では、実質為替レートが切

り上がるととともに、実質所得の上昇に伴い

物価水準が高くなる傾向が見られる。しかし、

中国ではこのバラッサ＝サミュエルソン効果

がみられない（注34）。これは単に政府が為

替をコントロールしているからではなく、同

効果を成立させる理論的前提である生産要

素、とりわけ、労働力市場の完全競争が成立

していないからだという主張である。同研究

では、農業就業者数の統計上の過大評価の問

題を取り除いても、中国は相対的に農業の労

働生産性が低い半面、農業就業者の割合は高

いとし、これも余剰労働力が存在する傍証と

している。
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３．�なぜ「転換点」を巡る議論は収斂しな
いのか

長期に亘る経済成長の結果、農民の所得は

上昇し、貧困ラインを下回る人口は劇的に減

少した。農村から都市への移動に対する規制

が緩和されたのに伴い、農村における余剰労

働力が減少してきたことも事実である。しか

し、前節で紹介したように、先行研究におけ

る余剰労働力の存在については到底「程度の

問題」と見做せない幅がある。しかも、議論

が一つの方向に収斂する気配は全くない。

この背景には賃金や労働力移動にかかわる

データの制約が大きいことがある。経済学に

おいて実証分析の重要性は高まる一方であ

る。もはや、実証分析なしでは学術論文とし

ては認められない感さえある。しかし、デー

タの持つ意味を慎重に吟味することなく実証

分析を行うと、結果は必然的に元となるデー

タに応じて全く異なったものになる。これが

「転換点」を巡る議論が収斂しない最大の原

因である。

まず、賃金を例にとってみよう。冒頭で述

べたように、開発途上国では近代部門はそれ

まで伝統部門の「制度的賃金」をわずかに上

回る賃金で労働力を調達出来るが、「転換点」

を越えると、伝統部門の限界労働生産性に等

しいところまで賃金を引き上げなければなら

ない。農村における就業者当たりの賃金と都

市の未熟練労働者の賃金は「転換点」の検証

に欠かせないデータといえる。

日本の「転換点」を実証的に分析した南の

研究（南［1970］）では、農業就業者の賃金に「年

雇」賃金を利用している。「年雇」とは主に

零細農家の子弟で、雇主の家屋内に住み、賃

金、食事、仕事着が支給される契約労働者で

あり、彼らに支払われる賃金を家族従業者の

理論的賃金に等しいと見做した。一方、都市

の未熟練労働者の賃金は全製造業の賃金が用

いられている。30人以上という規模の大きい

事業所を対象としてものではあるが、戦前か

らのデータが整備されていること、紡績産業

などが主体となっていることが採用の理由と

されている。

中国では部（日本の省に相当）毎に各種の

統計年鑑が公表されているが（注35）、同様

のデータを得ることは出来ない。『中国統計

年鑑』には省・市・自治区および主要業種別

の平均賃金（中国語では「平均工資」）が掲

載されている。このなかから農民工の主たる

就業先となっている製造業の賃金を取り上

げ、その実質的な上昇によって「転換点」通

過を主張すること（大塚［2006］）は一見す

ると妥当性があるようにみえる。

しかし、『中国統計年鑑』における賃金は

あくまで「都市単位」や「職工」と呼ばれる

都市のフォーマル・セクターの賃金であり、

そこには私営企業の就業者や「固体戸」と呼

ばれる自営業者は含まれない。2009年の就業

人口は７億7,995万人、うち都市は３億1,120
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万人とされるが、そのうち「単位」は１億2,573

万人（注36）で、都市就業者全体の40.4％

を占めるに過ぎない。「職工」については、

2010年版から就業者数の記載がなくなったも

のの、2008年をみると、やはり都市就業者の

38.1％となっている（注37）。

「単位」や「職工」はあくまでフォーマル・

セクターであり、統計年鑑の平均賃金は農民

工の賃金上昇を裏付ける根拠にはならない。

中国に限らず、開発途上国の都市経済はフォー

マルとインフォーマルの二つに分けられ、農

村からの未熟練労働力の多くはまず後者に吸

収されると考える必要がある（トダロ［1997］）。

第二に農民の所得をどう解釈するかという

問題がある。『中国統計年鑑』には農村におけ

る世帯１人当たりの収入や消費支出のデータ

が記載されている。これを農村における就業

者当たりの収入に換算することは可能である。

しかし、データの元となっている『中国農村

住戸調査籍年鑑』をみると、収入は一次産業

（農林水産業）に従事した「家庭経営収入」よ

るものだけではないことがわかる（図表32）。

収入は「給与収入」、「家庭経営収入」、「財

産性収入」、「移転性収入」の４つから構成さ

れる。「給与収入」は農業以外の就労による

収入である。また、「家庭経営収入」には一

次産業だけでなく、第二次（製造業など）お

よび第三次産業（小売業など）の兼業によっ

て得られた収入も含まれている。「財産性収

入」と「移転性収入」は割合としては非常に

少ないが、前者は利子や配当、後者は年金や

補助金などから構成される。

2009年の農村の世帯１人当たりの純収入

（注38）（年、以下同じ）は4,761元で、うち「給

図表32　農村における世帯1人当たりの収入（年）の内訳
（元）

年

純収入 現金収入
家庭経
営収入

給与 財産性
および
移転性

家庭経営収入
戸籍地
就業

外出就
業 その他 第一次

産業 兼業

2000 2,253 1,427 702 209 240 253 124 2,382 1,499 1,067 432 

01 2,366 1,459 771 229 265 277 136 2,535 1,566 1,133 433 

02 2,475 1,486 840 240 289 311 149 2,717 1,653 1,199 454 

03 2,622 1,541 918 423 346 149 163 2,930 1,822 1,361 461 

04 2,936 1,746 999 459 398 142 192 3,234 2,019 1,549 470 

05 2,936 1,746 999 459 398 142 192 3,915 2,472 1,930 543 

06 3,587 1,931 1,375 664 554 157 281 4,302 2,609 2,011 598 

07 4,140 2,194 1,596 771 651 174 351 4,958 2,978 2,324 654 

08 4,760 2,435 1,853 899 762 192 472 5,737 3,371 2,661 710 

09 5,153 2,527 2,061 999 850 212 565 6,270 3,591 2,810 781

 （注） 兼業は第二次および第三次産業を農家自らが経営することによる収入。なお、図表右端二列の「家
庭経営収入」の内訳は「純収入」ではなく、「総収入」と「現金収入」ベースでしか記載されてい
ないので、ここでは純収入に近い「現金収入」を採用した。

（資料） 『中国農村住戸調査籍年鑑』（各年版）より作成
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与収入」が1,853元と、全体の38.9％を占め、「家

庭経営収入」が2,436元と同51.2％を占める。

それぞれに対してどのくらいの労働力が投入

されたかが分かれば、「年雇」賃金に近似す

るデータを得ることは出来るが、年鑑類には

そうしたデータは収録されていないので、就

業者当たりの収入を計算してもそれを「年雇」

賃金と見做すことは出来ない。

また、収入の多元化が進んでいることも大

きな問題といえる。『中国農村住戸調査籍年

鑑』（2009年）をみると、「給与収入」は「戸

籍地就労所得」と「外出就業所得」に分けら

れる。「外出就業所得」は戸籍のある地域を

離れた就業者からの送金（注39）であり、762

元と純収入の16.0％、給与収入の41.1％を占め

る。また、2009年の第二次および三次産業の

兼業収入は、それぞれ225元、484元と第一次

産業の2,661元には及ばないものの、両者を合

わせると現金収入（注40）の21.0％を占める。

第三は余剰労働力の推計方法の問題であ

る。推計にはいくつかの方法がある。主に用

いられるのは、農業に必要な労働力を求める

方法と農業の生産関数を推計する方法の二つ

である。しかし、いずれの方法を採用しても、

都市の未熟練労働市場における賃金や農村の

就業実態についての正確なデータが少ないた

め、推計式には本来投入すべきデータではな

く、それに近似するデータを投入せざるを得

ない。そのため、結果に大きな差が生じてし

まうのである。

家計調査によって得られたミクロデータは

より正確で、代理変数を置かなくてもよいと

いう利点がある。しかし、必然的に対象が限

定されるため、そこで得られた結論が果たし

て中国全体に当てはまるかという問題が生じ

る。第Ⅰ章で確認したように、戸籍地を離れ

て就労する人の割合は、省・市・自治区によっ

てかなりの差がある。

第四に都市から農村への労働力人口の移動

量をどのように求めるかという問題がある。農

村から流出した労働力は都市の未熟練労働力を

必要とする部門に吸収される。縦軸に流出した

労働者数をとり、横軸に未熟練労働力を大量に

雇用する部門の賃金を置いて得られた直線の

勾配は、都市における労働供給の賃金弾力性

を示す。渡辺（渡辺［1996］）は、農業の限界

労働生産性の推計にこの方法を加えることで、

台湾は1960年代後半に、韓国は1970年代初期

に「転換点」を通過したことを実証した。

このように、労働力移動は賃金と同様に「転

換点」の検証に欠かせないデータの一つとい

える。しかし、中国の統計資料で「外出」と

表現される農村からの流出労働力は1.4億人

を中心に数千万人単位の幅があり、推計値の

乖離が大きい。戸籍上の手続きをして正規の

移動をする（注41）ためには「暫住許可証」

が必要となるが、これをしない人も少なくな

いこと、また、流動性も高いことから、都市

側から移動量を把握するのは極めて難しい。

例えば、『中国統計年鑑』（2010年）では、
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都市の就業者は３億1,120万人とされるが、

省・市・自治区の同就業者を合計しても２億

2,362万人にしかならない。両者の差はどこ

にも分類されない労働者と言え、「暫住許可

証」を持たない人の多くがここに含まれると

考えられる。都市就業者に占める割合は2002

年（38.9％）、人数は2004年（１億24万人）

をピークに減少しているが、それでも2009年

時点で8,758万人、都市就業者の28.1％を占め

る（図表33）。

最後に農民工を取り巻く制度をどのように

解釈するかという問題を指摘しておこう。中

国には農民を農地に縛り付ける制度として農

地制度、さらに、移動の自由を制約する制度

として戸籍制度がある。近年、戸籍制度が部

分的にではあるが緩和されつつあること、ま

た、農村から都市への移動が加速しているこ

とから、専門家の中にもこれらの制度は既に

形骸化しているという指摘がある（注42）。

しかし、これは現実を軽視した見方とい

えよう。『中国人口流動報告2010』は、農民

工に「戸籍地の農地を誰が耕作しているか」

について質問したところ、「家族」が全体の

56.9％、「親戚」が20.8％を占め、「全部を他

人に貸した」（7.6％）、「部分的に他人に貸し

た」（2.2％）、「耕作放棄」（6.1％）「その他（耕

作権の返上など）」（6.4％）を大きく上回る

ことを明らかにしている。中国では、農民は

農地の所有権ではなく、耕作権を保持してい

るに過ぎない。実際に耕作をしていないと、

地方政府に権利を没収される危険性がある。

都市住民になれない農民にとって、耕作権は

確保しておかなければならない最後の拠り所

なのである。

戸籍制度も同様である。一部の地域では都

市と農村戸籍の区別をなくす動きが見られる

が、これは農民が雇用、医療、年金などの社

会保障や教育において都市住民と同じ扱いを

受けられるようになったことを意味しない。

農民は都市に移動しても、暫住許可証がなけ

れば、最低生活保障制度の対象にさえならな

い（三浦［2010］）。戸籍制度は、依然として

移動上のリスクとして作用していることに留

意する必要がある。

中国における賃金の上昇は、安価な労働力

を求めて進出した外資企業はもちろんその下

図表33　分類されない都市就業者

（資料）『中国統計年鑑』（2010年）ほかより作成
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請けとなっている地場企業にとっても極めて

深刻な問題であり、実際に賃上げを余儀なく

されている企業にとって、「転換点」通過の

有無だけを議論する学術界の研究は何ら意味

を持たないと言えるかもしれない。しかし、

「転換点」を巡る議論は、学術的あるいは賃

金を左右する問題としてではなく、共産党と

政府が掲げる「投資から消費へ」という成長

モデルの転換および調和のとれた社会を意味

する「和階社会」実現の可能性、いわば中国

の中長期的な経済成長の持続性を左右する問

題として捉えなければならない。

胡錦濤―温家宝体制下で歯止めがかかった

とはいえ、都市農村間の所得格差は依然とし

て大きい。農民工の不足が顕在化し、最低賃

金が上昇しているとしても、その一方で余剰

労働力が存在するのであれば、格差が劇的に

改善する見込みは少なく、投資と外需をけん

引役とした成長モデルを消費主導型に転換

し、社会の安定性や経済成長の持続性が高ま

ると楽観することは出来ない。

その一方、内需型企業の中国進出、あるい

は、中国による日本企業の買収が盛んである。

日中経済関係は従来の「先進国」と「開発途

上国」という垂直的な関係を脱し、新たな段

階を迎えつつある。重要なことは、「工場」

であるか「市場」であるかにかかわらず、わ

が国を含むあらゆる多国籍企業にとって中国

抜きの世界戦略は存在しえないということで

ある。であるならば、今一度、「転換点」の

問題を経済成長の持続性を揺るがす根本的な

問題と捉え、胡錦濤―温家宝体制後を見据え

た中長期的な対中戦略のなかに組み込んでお

く必要がある。

（注28）「中国、10年は29省が最低賃金上げ平均24％」毎日
中国経済（新華社日本語版）2010年12月27日（http://
www.xinhua.jp/socioeconomy/economy/267561/）ある
いは「中国の企業、約９割で賃金アップ…最低賃金引
き上げが呼び水に」Searchina 2011年２月16日（http://
news.searchina.ne.jp/disp.cgi?y=2011&d=0216&f=bus
iness_0216_158.shtml）

（注29）2001年の最低賃金は新華網「粤最低工資標準平均
提高17.8％幅度為暦次最大」2006年７月13日（http://
www.gd.xinhuanet.com/newscenter/2006-07/13/
content_7506011.htm）により、深圳市を除く地域の算
術平均で求めた。

（注30）横軸にフリーダム・ハウスのスコアを縦軸にトランスペア
レンシー・インターナショナルのスコアを置いて、168カ国
をプロットすると、両者には一定の相関がある（詳しくは
三浦［2010］を参照）。

（注31）経済参考報「専家称未来五年工資将高速増長労資
関係或変革」2010年９月27日（http://news.shm.com.
cn/2010-09/27/content_3203807.htm）

（注32）「流動」をどのように解釈するかについての定見はない。
人口抽出調査を利用した場合、「流動」とは戸籍は変
更していないが、本来の戸籍とは異なる地域に常住し
ている状態を示す（段・楊［2009］）。その一方で、観
光も含まれるとの指摘もある（丸川［2002］）。『中国流
動人口発展報告』における「流動」は短期的な移動
ではなく、移住に焦点を当てていることから、前者に相
当する。

（注33）例えば、“Defying Global Slump, China Has Labor Shortage”, 
New York Times, February 27 2010（http://www.
nytimes.com/2010/02/27/business/global/27yuan.html）
あるいは“China’s Growing Labor Shortage”, Forbs, 
March 15 2010（http://www.forbes.com/2010/03/15/
china-labor-shortage-leadership-managing-rein.html）

（注34）ただし、バラッサ＝サミュエルソン効果が実在するかに
ついては、学者の間でも意見が分かれる。韓国、台湾、
シンガポール、香港には同効果がみられるものの、最近
の中東欧諸国では同効果は限定的とする研究（Klau 
and Mihaljek［2003］）もある。

（注35）中国を対象とした経済分析では、国家統計局が出版
する『中国統計年鑑』が利用されるが、ここに収録さ
れているデータの元となっているのは、主に各部（日本
の省に相当）が作成している年鑑である。しかし、労
働関係だけをみても、中国人力資源和社会保障部によ
る『中国労働和社会保障年鑑』（中国労働社会保障
出版社）、国家統計局による『中国労働統計年鑑』（中
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国統計出版社）、社会科学院による『中国人口与労動
問題報告（人口与労働緑皮書）』など調査目的・対象・
手法が異なる複数の資料がある。

（注36）『中国統計年鑑』（2010年）によれば、うち国有が6,420
万人、都市集団が618万人、その他（有限責任や外
資など）が5,535万人である。

（注37）『中国統計年鑑』（2009年）では、2008年の就業人口
は７億7,480万人、うち都市は３億210万人で、職工は
１億1,515万人とされている。

（注38）『中国農村住戸調査年鑑』（2010年）における純収入
の定義は、総収入－家庭経営のための支出－税－生
産性固定資産減価償却費－農村内部－送金（仕送り
など）と定義されている。

（注39）『中国農村住戸調査年鑑』では、「外出就業所得」に
ついて戸籍のある地域を離れた（６カ月以上）就業者
の収入」とされている。これが全収入なのかあるいは
実家への送金なのかについての説明はないが、本章
の冒頭で述べた最低賃金の水準と比較すると、送金と
理解するのが妥当と思われる。

（注40）「家庭経営収入」の内訳については純収入ベースの
データがなく、総収入と現金収入ベースのデータしか記
載されていない。総収入には第一次産業の場合、種
や肥料代などが、第二次および第三次産業の場合も
経常的な経費が含まれるため、ここでは純収入に近い
現金収入に占める割合を示した。

（注41）ここで言う「正規」とは、「暫住許可書」があれば都市
の最低生活保障制度の対象となるという意味で用いて
おり、フォーマル・セクターに就労する、あるいは、社会
保障制度に加入することを意味しない。農民工の社会
保障制度の加入率については三浦［2010］を参照さ
れたい。

（注42）例えば、孟健軍（RIETIファカルティフェロー／中国清
華大学公共管理学院教授）「人口の地域間移動か
らみた中国経済発展」独立行政法人経済産業研究
所　2003年４月８日　BBLセミナー　No.178（http://
www.rieti.go.jp/jp/events/bbl/past_list2003.html）

おわりに―「転換点」の政策的含意と社会
不安化に与える影響

かつて、東アジアの経済発展は「雁行型」

と称され、日本に続いてアジアNIEs（韓国、

台湾、シンガポール、香港）が「離陸」を果

たした。韓国と台湾における資本蓄積および

工業化のスピードはわが国の高度成長期を凌

ぎ、「圧縮」された経済成長を遂げた（渡辺

［1985］）。政府主導の拡張主義的な重工業化

路線は第二次石油ショックによって、是正を

余儀なくされたものの、韓国や台湾では高い

生産性を持つ近代部門と余剰労働力によって

低い生産性に甘んじる伝統部門に分化する、

つまり、都市と農村の所得格差の問題が顕在

化することはなかった。このことは、世界銀

行の『東アジアの奇跡　経済成長の政府の役

割』においても強調されている。

世界第二位の経済大国となった中国の需要

をいかに取り込むかは、官民一体となって取

り組むべき喫緊の課題となっている。このた

め、我々はつい成長率や経済規模に目を奪わ

れがちである。しかし、「圧縮」された経済

成長下では、それに伴う問題も「圧縮」され

たかたちで現れると考えなければならない。

「三農問題」や都市農村間および内陸沿海間

の「所得格差」は、それを象徴する問題であ

り、胡錦濤―温家宝体制はそれらに積極的に

取り組むことで、共産党の正当性、ひいては、

経済成長の持続性を高めようとしてきた。

残念ながら、本稿で指摘した余剰労働力の

存在と都市労働市場の分断はそうした取り組

みが期待したほどの成果を上げていないこと

を示している。余剰があるにもかかわらず賃

金が上昇していること、あるいは、都市農村

間の格差が縮小している一方で都市内の格差

が拡大していることは、中国が韓国や台湾が

通った成長軌道を後追いしているわけではな

いことを示す。
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問題の根本的な解決を図ろうとすれば、や

はり、戸籍および農地制度の改革が不可欠で

ある。しかし、第12次五カ年計画草案を見ても、

この問題について踏み込んだ記述は見られな

い。共産党と政府は、最低賃金や所得分配率

の引き上げに努め、実際に農民工の生活が大

幅に改善されたと強調することで、自らの正

当性を保とうとしているようにみえる。

『中国人口与労働問題報告書No.11』では、

2007年に1,313元であった製造業における農

民工の賃金（月当たり）は、2009年に1,750

元と1.33倍に増えたとされる。これは都市単

位の製造業の1.26倍（1,762元から2,234元）

を上回る。このほかにも農民工の賃金上昇を

示す政府資料は多い（注43）。仮に、それら

が事実であれば、2009年の都市単位と農民工

の賃金格差は1.28倍しかなく、農民工の賃金

は付表10にある都市私営の平均賃金をはるか

に上回ることになる。意図的か否かは別にし

ても、都市のサンプル調査は、やはりサンプ

ル・セレクション・バイアスが大きく、農民

工の所得を反映していないと見ておく必要が

あろう。

インフラの整った沿海都市における低賃金

は、戸籍制度や農地制度という中国特有の環

境、つまり、農村からの若年未熟練労働者を

一定期間後に入れ替えることを前提として成

り立っていた。このシステムが以前のように

機能しなくなってきたことは間違いない。人

手の確保と賃金引上げを余儀なくされる企業

にとって、当面、従業員とのコミュニケーショ

ンの活発化、明確な給与体系とキャリアアッ

プ・プランの提示、さらには、福利厚生の拡

充などが不可欠となる。

しかし、中国の社会の安定性という視点か

ら見ると、それ以上に深刻な問題がここに含

まれていることが分かる。それは、都市のイ

ンフォーマル・セクターの肥大化に伴い、都

市のインフォーマルと農村に分かれていた共

産党や政府に対する不満を持つ人々が都市に

集中することである。彼らの共通点は若く、

世界最大のネット人口を擁する情報化社会の

最前線にいるということである。

2011年３月、全人代の開催中にネット上で

民主化を求める集会が呼びかけられたことを

受け、「穏定是福、動乱是禍」（安定こそが福

であり、動乱は禍）が強調されるようになっ

た（注44）。共産党と政府がこのフレーズを

強調するのは1989年の天安門事件以来であ

る。問題の深刻さを最も認識しているのは党

と政府なのであろう。

（注43）「2009年中国流動人口生存発展状況―基於五大
城市流動人口監測結果」2010年４月２日国家人口計
生委流動人口服務管理司（http://www.chinapop.gov.
cn/stjzz/ldrkfwgls/gzdt/201004/t20100402_199844.
html）では、2009年の農民工の平均賃金（月）が2,143
元とされている。

（注44）「北京日報社評：維護穏定従毎個人做起」北京日報
2011年３月６日（http://report.qianlong.com/33378/2011
/03/06/3042@6694858.htm）
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57

 
74

,3
66

 
93

,0
16

 
18

,0
03

 
39

,7
60

 

中
部

12
0,

44
1 

3,
74

4 
23

,7
21

 
38

,4
91

 
21

,6
14

 
32

,8
70

 
75

,7
12

 
44

,7
29

 
15

,3
94

 
60

,1
22

 
10

0,
95

1 
25

,2
39

 
40

,6
33

 

西
部

13
2,

41
6 

1,
65

9 
9,

06
5 

21
,9

76
 

32
,4

89
 

67
,2

26
 

10
6,

6 3
8 

25
,7

78
 

12
,1

57
 

37
,9

35
 

12
1,

91
7 

15
,2

79
 

27
,4

36
 

東
北
部

28
,6

42
 

84
5 

5,
03

6 
16

,7
68

 
3,

78
0 

2,
21

4 
14

,9
65

 
13

,6
77

 
3,

17
5 

16
,8

52
 

26
,2

87
 

11
,3

21
 

14
,4

97
 

（
注
）

 東
北
部
は
、
遼
寧
、
吉
林
、
黒
竜
江
の
３
省
、
西
部
は
内
蒙
古
、
広
西
チ
ワ
ン
族
、
重
慶
、
四
川
、
貴
州
、
雲
南
、
チ
ベ
ッ
ト
、
陝
西
、
甘
粛
、
青
梅
、
寧
夏
回
族
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
の

12
省
・

市
・
自
治
区
、
中
部
は
山
西
、
安
徽
、
江
西
、
河
南
、
湖
北
、
湖
南
の
６
省
、
東
部
は
北
京
、
天
津
、
河
北
、
上
海
、
江
蘇
、
浙
江
、
福
建
、
山
東
、
広
東
、
海
南
の

10
省
・
市
を
指
す
。

（
資
料
）『
第
二
次
農
業
セ
ン
サ
ス
（
総
合
巻
）』
よ
り
作
成
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付
表
２
　
農
村
に
お
け
る

N
E

E
T
推
計

（
1,

00
0人
、
％
）

農
村
の

20
歳

以
下
の
常
住

労
働
力
人
口

農
村
の

20
歳

以
下
の
常
住

就
業
人
口

農
村
の

20
歳

以
下
の
非
就

業
者

就
業
率

農
村
の
普
通

高
校
在
籍
者

農
村
の
技
術

学
校
在
籍
者

職
業
高
中
在

籍
者

普
通
中
専
在

籍
者

在
学
者
合
計

在
学
者
比
率

N
E

E
T

N
E

E
T
率

（
A
）

（
B
）

（
C
）

（
D
）=
（

C
）/（

A
）

（
E
）

（
F）

（
G
）

（
H
）

（
I）

=（
E
）+（

F）
+

 （
G
）

+（
H
）（

J）
=（

I）
/（

C
） （

K
）=（

C
）－
（

I）
（

K
）

/（
C
）

全
国

69
,4

69
 

29
,3

49
 

40
,1

20
 

57
.8

 
2,

32
1 

4,
57

6 
6,

55
6 

7,
25

8 
20

,7
11

 
51

.6
 

19
,4

09
48

.4

省
・
市
・

自
治
区

北
京

45
7 

17
9 

27
8 

60
.7

 
15

 
32

 
77

 
11

0 
23

4 
84

.2
 

44
15

.8

天
津

36
1 

15
3 

20
8 

57
.6

 
30

 
20

 
57

 
77

 
18

4 
88

.6
 

24
11

.4

河
北

5,
49

8 
2,

65
0 

2,
84

8 
51

.8
 

10
9 

24
7 

47
1 

36
8 

1,
19

5 
42

.0
 

1,
65

3
58

.0

山
西

1,
96

3 
70

7 
1,

25
6 

64
.0

 
60

 
73

 
18

7 
23

4 
55

5 
44

.2
 

70
1

55
.8

内
蒙
古

1,
05

2 
47

9 
57

2 
54

.4
 

8 
67

 
96

 
11

3 
28

5 
49

.7
 

28
8

50
.3

遼
寧

1,
56

4 
76

3 
80

1 
51

.2
 

54
 

72
 

21
8 

21
0 

55
4 

69
.2

 
24

7
30

.8

吉
林

1,
14

1 
64

3 
49

8 
43

.6
 

14
 

29
 

12
3 

93
 

25
9 

52
.1

 
23

9
47

.9

黒
竜
江

1,
23

3 
74

1 
49

2 
39

.9
 

49
 

52
 

11
4 

95
 

30
9 

62
.8

 
18

3
37

.2

上
海

34
8 

21
2 

13
6 

39
.0

 
1 

60
 

53
 

13
7 

25
1 

18
4.

8 
▲

 1
15

▲
 8

4.
8

江
蘇

3,
75

3 
1,

13
3 

2,
62

0 
69

.8
 

28
3 

46
7 

40
6 

73
3 

1,
88

9 
72

.1
 

73
1

27
.9

浙
江

2,
17

1 
94

1 
1,

23
0 

56
.7

 
30

 
22

2 
54

6 
11

4 
91

2 
74

.1
 

31
8

25
.9

安
徽

3,
37

5 
1,

05
6 

2,
31

9 
68

.7
 

19
7 

25
6 

50
5 

23
0 

1,
18

8 
51

.2
 

1,
13

1
48

.8

福
建

2,
01

5 
74

6 
1,

26
9 

63
.0

 
86

 
15

9 
0 

47
1 

71
6 

56
.4

 
55

3
43

.6

江
西

1,
89

8 
68

2 
1,

21
6 

64
.1

 
80

 
20

3 
33

8 
22

3 
84

4 
69

.4
 

37
2

30
.6

山
東

6,
12

8 
2,

66
8 

3,
46

0 
56

.5
 

84
 

36
9 

65
4 

35
4 

1,
46

2 
42

.2
 

1,
99

9
57

.8

河
南

7,
33

7 
2,

98
0 

4,
35

7 
59

.4
 

15
1 

32
5 

59
6 

51
0 

1,
58

1 
36

.3
 

2,
77

6
63

.7

湖
北

2,
46

0 
79

5 
1,

66
6 

67
.7

 
18

0 
16

6 
23

2 
51

7 
1,

09
5 

65
.7

 
57

1
34

.3

湖
南

3,
06

1 
1 ,

15
4 

1,
90

8 
62

.3
 

23
5 

30
3 

44
8 

23
2 

1,
21

8 
63

.8
 

69
0

36
.2

広
東

4,
96

7 
1,

89
6 

3,
07

1 
61

.8
 

14
3 

28
8 

18
8 

56
6 

1,
18

5 
38

.6
 

1,
88

6
61

.4

広
西

2,
72

6 
1,

22
9 

1,
49

6 
54

.9
 

8 
11

8 
0 

45
9 

58
5 

39
.1

 
91

2
60

.9

海
南

43
9 

20
0 

23
9 

54
.3

 
11

 
25

 
11

 
53

 
10

0 
41

.9
 

13
9

58
.1

重
慶

94
6 

38
5 

56
1 

59
.3

 
45

 
12

8 
17

8 
10

7 
45

8 
81

.7
 

10
3

18
.3

四
川

3,
17

3 
1,

36
0 

1,
81

3 
57

.1
 

51
 

39
1 

39
0 

44
0 

1,
27

1 
70

.1
 

54
1

29
.9

貴
州

2,
08

9 
98

3 
1,

10
6 

52
.9

 
17

 
76

 
89

 
17

4 
35

5 
32

.1
 

75
1

67
.9

雲
南

2,
70

9 
1,

79
1 

91
8 

33
.9

 
23

 
15

4  
14

1 
17

3 
49

1 
53

.5
 

42
6

46
.5

チ
ベ
ッ
ト

25
0 

18
5 

64
 

25
.8

 
0 

3 
0 

14
 

18
 

27
.4

 
47

72
.6

陝
西

2,
53

0 
72

9 
1,

80
1 

71
.2

 
25

1 
15

7 
31

7 
14

1 
86

6 
48

.1
 

93
5

51
.9

甘
粛

1,
90

3 
68

6 
1,

21
7 

63
.9

 
49

 
69

 
70

 
14

5 
33

3 
27

.3
 

88
4

72
.7

青
海

29
7 

17
9 

11
8 

39
.8

 
15

 
16

 
9 

23
 

62
 

52
.8

 
56

47
.2

寧
夏

35
8 

17
0 

18
8 

52
.5

 
6 

9 
19

 
35

 
69

 
36

.8
 

11
9

63
.2

新
疆

1,
26

6 
87

1 
39

5 
31

.2
 

38
 

19
 

23
 

10
8 

18
8 

47
.5

 
20

7
52

.5

地
域

東
部

26
,1

38
 

10
,7

79
 

15
,3

59
 

58
.8

 
79

2 
1,

88
9 

2,
46

4 
2,

98
3 

8,
12

7 
52

.9
 

7,
23

2
47

.1

中
部

20
,0

95
 

7,
37

3 
12

,7
21

 
63

.3
 

90
3 

1,
32

6 
2,

30
5 

1,
94

7 
6,

48
2 

51
.0

 
6,

24
0

49
.0

西
部

19
,2

98
 

9,
04

9 
10

,2
49

 
53

.1
 

50
9 

1,
20

7 
1,

33
2 

1,
93

2 
4,

98
0 

48
.6

 
5,

26
9

51
.4

東
北
部

3,
93

9 
2,

14
8 

1,
79

1 
45

.5
 

11
7 

15
3 

45
6 

39
7 

1,
12

3 
62

.7
 

66
8

37
.3

（
注
）

 付
表
１
に
同
じ
。上
海
市
の

N
E

E
T
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
の
は
、在
学
者
比
率
が
極
端
に
高
い
こ
と
か
ら
も
、職
業
訓
練
課
程
の
教
育
機
関
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
資
料
）『
第
二
次
農
業
セ
ン
サ
ス
（
総
合
巻
）』
お
よ
び
『
中
国
教
育
統
計
年
鑑
』（

20
06
年
）
よ
り
作
成
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付
表
３
　
外
出
就
業
人
口
の
外
出
先
と
そ
の
構
成

（
1,

00
0人
）

（
％
）

（
％
）

合
計

郷
外
県
内
県
外
市
内
市
外
省
内

省
外

国
外

合
計

郷
外
県
内
県
外
市
内
市
外
省
内

省
外

国
外

合
計

郷
外
県
内
県
外
市
内
市
外
省
内

省
外

国
外

全
国

13
1,

81
4 

25
,2

76
 

18
,1

40
 

23
,2

60
 

64
,5

98
 

12
2 

10
0.

0 
19

.2
 

13
.8

 
17

.6
 

49
.0

 
0.

1 
10

0.
00

 
10

0.
0 

10
0.

0 
10

0.
0 

10
0.

0 
10

0.
0 

省
・
市
・

自
治
区

北
京

50
8 

26
6 

23
5 

1 
5 

0 
10

0.
0 

52
.5

 
46

.3
 

0.
1 

1.
0 

0.
0 

0.
39

 
1.

1 
1.

3 
0.

0 
0.

0 
0.

0 

天
津

22
0 

14
0 

53
 

1 
25

 
0 

10
0.

0 
63

.7
 

23
.8

 
0.

6 
11

.4
 

0.
0 

0.
17

 
0.

6 
0.

3 
0.

0 
0.

0 
0.

0 

河
北

4,
55

7 
1,

52
3 

1,
10

4 
55

3 
1,

37
0 

2 
10

0.
0 

33
.4

 
24

.2
 

12
.1

 
30

.1
 

0.
1 

3.
46

 
6.

0 
6.

1 
2.

4 
2.

1 
1.

9 

山
西

1,
94

6 
91

8 
50

0 
33

8 
19

0 
0 

10
0.

0 
47

.2
 

25
.7

 
17

.4
 

9.
8 

0.
0 

1.
48

 
3.

6 
2.

8 
1.

5 
0.

3 
0.

2 

内
蒙
古

75
4 

20
9 

18
8 

13
6 

22
0 

1 
10

0.
0 

27
.7

 
25

.0
 

18
.0

 
29

.1
 

0.
1 

0.
57

 
0.

8 
1.

0 
0.

6 
0.

3 
0.

5 

遼
寧

2,
01

5 
61

5 
69

5 
53

0 
14

7 
1 

10
0.

0 
30

.5
 

34
.5

 
26

.3
 

7.
3 

0.
1 

1.
53

 
2.

4 
3.

8 
2.

3 
0.

2 
1.

0 

吉
林

84
5 

21
3 

26
0 

15
4 

18
5 

2 
10

0.
0 

25
.2

 
30

.7
 

18
.2

 
21

.8
 

0.
2 

0.
64

 
0.

8 
1.

4 
0.

7 
0.

3 
1.

3 

黒
竜
江

95
7 

19
4 

24
5 

24
1 

25
7 

1 
10

0.
0 

20
.3

 
25

.6
 

25
.2

 
26

.8
 

0.
1 

0.
73

 
0.

8  
1.

4 
1.

0 
0.

4 
0.

8 

上
海

33
3 

18
9 

1 
13

6 
5 

0 
10

0.
0 

56
.7

 
0.

3 
40

.8
 

1.
5 

0.
0 

0.
25

 
0.

7 
0.

0 
0.

6 
0.

0 
0.

1 

江
蘇

9,
67

5 
2,

36
1 

1,
43

7 
3,

45
2 

2,
35

9 
8 

10
0.

0 
24

.4
 

14
.9

 
35

.7
 

24
.4

 
0.

1 
7.

34
 

9.
3 

7.
9 

14
.8

 
3.

7 
6.

4 

浙
江

3,
96

5 
1,

71
8 

75
8 

72
3 

71
9 

4 
10

0.
0 

43
.3

 
19

.1
 

18
.2

 
18

.1
 

0.
1 

3.
01

 
6.

8 
4.

2 
3.

1 
1.

1 
3.

2 

安
徽

11
,1

91
 

1,
04

3 
76

7 
68

0 
8,

68
9 

3 
10

0.
0 

9.
3 

6.
9 

6.
1 

77
.6

 
0.

0 
8.

49
 

4.
1 

4.
2 

2.
9 

13
.5

 
2.

6 

福
建

3,
99

5 
96

5 
86

4 
1,

02
9 

98
2 

27
 

10
0.

0 
24

.2
 

21
.6

 
25

.8
 

24
. 6

 
0.

7 
3.

03
 

3.
8 

4.
8 

4.
4 

1.
5 

22
.1

 

江
西

6,
48

6 
78

4 
38

0 
26

7 
5,

04
9 

3 
10

0.
0 

12
.1

 
5.

9 
4.

1 
77

.8
 

0.
1 

4.
92

 
3.

1 
2.

1 
1.

1 
7.

8 
2.

7 

山
東

7,
60

9 
2,

89
2 

1,
45

2 
1,

97
0 

1,
27

0 
6 

10
0.

0 
38

.0
 

19
.1

 
25

.9
 

16
.7

 
0.

1 
5.

77
 

11
.4

 
8.

0 
8.

5 
2.

0 
4.

8 

河
南

11
,4

81
 

1,
89

1 
1,

42
1 

1,
40

0 
6,

74
9 

10
 

10
0.

0 
16

.5
 

12
.4

 
12

.2
 

58
.8

 
0.

1 
8.

71
 

7.
5 

7.
8 

6.
0 

10
.4

 
8.

4 

湖
北

8,
06

6 
77

1 
78

9 
92

5 
5,

57
1 

5 
10

0.
0 

9.
6 

9.
8 

11
.5

 
69

.1
 

0.
1 

6.
12

 
3.

1 
4.

3 
4.

0 
8.

6 
4.

2 

湖
南

10
,0

13
 

1,
24

7 
1,

01
5 

83
3  

6,
89

9 
12

 
10

0.
0 

12
.4

 
10

.1
 

8.
3 

68
.9

 
0.

1 
7.

60
 

4.
9 

5.
6 

3.
6 

10
.7

 
9.

8 

広
東

7,
28

9 
1,

33
7 

1,
10

7 
4,

76
6 

60
 

11
 

10
0.

0 
18

.3
 

15
.2

 
65

.4
 

0.
8 

0.
1 

5.
53

 
5.

3 
6.

1 
20

.5
 

0.
1 

8.
7 

広
西

6,
80

2 
52

0 
60

6 
56

0 
5,

11
0 

4 
10

0.
0 

7.
6 

8.
9 

8.
2 

75
.1

 
0.

1 
5.

16
 

2.
1 

3.
3 

2.
4 

7.
9 

2.
9 

海
南

31
3 

80
 

76
 

99
 

57
 

1 
10

0.
0 

25
.4

 
24

.1
 

31
.7

 
18

.2
 

0.
3 

0.
24

 
0.

3 
0.

4 
0.

4 
0.

1 
0.

8 

重
慶

4,
57

0 
58

3 
85

4 
41

 
3,

08
9 

2 
10

0.
0 

12
.8

 
18

.7
 

0.
9 

67
.6

 
0.

0 
3.

47
 

2.
3 

4.
7 

0.
2 

4.
8 

1.
5 

四
川

12
,8

46
 

1,
8 0

4 
1,

05
0 

1,
72

7 
8,

24
6 

8 
10

0.
0 

14
.0

 
8.

2 
13

.4
 

64
.2

 
0.

1 
9.

75
 

7.
1 

5.
8 

7.
4 

12
.8

 
6.

8 

貴
州

4,
41

7 
34

0 
20

8 
26

3 
3,

60
4 

2 
10
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付
表
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出
就
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付
表
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付
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国
務
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国
１
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査
領
導
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組
弁
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付
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表
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自
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区
を
除
く
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